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10	 時間外労働の割増率が 50％にアップ！！　〜代替休暇制度の活用〜

11	 北海道経済産業局からのお知らせ

12	 11 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ
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女 性 研 修 会 レ ポ ー ト女 性 研 修 会 レ ポ ー ト

　11月22日、ホテルニューオータニイン札幌で行われた、令和4年度組合等女性研修会に
参加させていただきました。
　今回のテーマは、「言葉のチカラ〜人に思いを伝える〜」、講師はラジオパーソナリティの
松尾 亜希子さんでした。
　人に思いを伝えるためには、コミュニケーションを上手くやる。
　そのためには、《想像力を高める、働かせる》どうしたら相手が喜んでくれるか、自分も喜
べるか、相手がどう思うかを考えること。
　《情報を集める、経験を積む》とにかく情報があればあるほど話題が豊富になる、そ
うすると選択肢も多くなる。伝わりにくいことも選択肢が多くなれば色々な方向から
アプローチできるので伝わりやすくなる。
　《人に教えてもらう》こちらから話すだけでなく、相手側から話を聞くのも大事なこ
と。自分では気付いていないことを他人から教えてもらうのもとても大切なこと。良
いところ、悪いところを知れば成長にもつながる。
　これらを基礎に《人に話を聞き出す方法》や《人に話を伝える方法》も教わりました。

　話す相手に合わせて聞く内容、スピードを変える。相手に興味を持って話すことで会話が広がる。会話が広がることでコ
ミュニケーションが広がる。すると自分の世界も広がっていく。自分の世界が広がることでもっと素晴らしい未来になる。
　人と話すという、一番身近で簡単だと思っていた行動が実は生きていく上で、とても重要な事だと学ばせていただけた
ことに感謝いたします。これからの仕事に今回の研修で学んだことをたくさん生かしていきたいと思います。ありがとう
ございました。

松尾 亜希子 講師

札整振自動車事業協同組合 事業部業務課 副課長 馬場 有希子 さん「女性研修会に参加して」



北海道中小企業団体中央会

会 長　尾池　一仁

年頭にあたって

　新年明けましておめでとうございます。

　会員並びに関係機関の皆様には、健やかに新春を迎えられたことをお慶び申し上げます。

　平素は当中央会の事業推進にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　昨年を振り返りますと、北京冬季オリンピック・パラリンピックでの道内関係選手の活躍を始め、道内で

は2回目となる全国都市緑化フェア「ガーデンフェスタ北海道2022」の開催など明るい話題もありましたが、

新型コロナウイルス感染症の長期化やロシアのウクライナ侵攻による燃油・原材料価格の高騰、さらには急

速な円安の進行などにより中小企業・小規模事業者の経営環境は厳しい状況に置かれています。

　加えて、少子高齢化の進展や人手不足、デジタル化への取組やカーボンニュートラルなど脱炭素化の実現

に向けたグリーン改革への対応のほか、本年10月開始予定の消費税インボイス制度への対応といった喫緊

の課題にも直面しています。

　一方、本年3月には、北広島市に北海道日本ハムファイターズの新球場を含む北海道ボールパークFビレッ

ジが開業されるほか、9月には「第42回全国豊かな海づくり大会北海道大会」が厚岸町で開催されるなど、

道内経済の活性化が期待されるところです。

　また、国では、コロナ禍や物価高騰等の環境下にある事業者に対する資金繰り支援や価格転嫁対策を実施

するほか、デジタル化を通じた生産性向上等に向けた取組や新分野展開、業態転換等の事業再構築の取組を

支援しており、道内事業者の経営の安定や改善が望まれるところです。

　様々な面において予断を許さない状況ではありますが、地域に根ざした事業活動を行う中小企業・小規模

事業者が持続的に発展していくために、相互扶助の精神を基本とする私たち中小企業組合組織が今こそ力を

発揮できると考えております。

　本会といたしましても、「連携の絆を深め、輝く明日へ」のスローガンの下、会員事業者が直面している

難局を乗り切るための支援に最大限取り組み、会員の皆様の事業活動の継続とさらなる発展につながるよう

努めてまいりますので、今後ともご理解とご協力をお願い申し上げます。

　皆様におかれましては、新しい年が希望に満ちた年となるよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とい

たします。
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経済産業省北海道経済産業局長

岩永　正嗣

年頭所感
　令和5年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　新型コロナウイルス拡大から間もなく3年。我が国経済は、国際情勢が厳しさを増す中でエネルギーや物
価の高騰、原材料のひっ迫など、依然先行き不透明な状況にあります。
　一方で、水際対策の緩和や全国旅行支援など、ウィズコロナに向けた各種対策を講じる中で社会経済活動
の正常化が進みつつあります。北海道においても、足下では個人消費、観光などで持ち直しの動きが見られ、
道経済にとって重要なインバウンド需要の回復も期待されます。
　本年4月には、札幌市において「G7札幌気候・エネルギー・環境大臣会合」が開催されるとともに、9月に
は、「アドベンチャートラベル・ワールドサミット（ATWS）」が、アジアでは初めて北海道で開催されます。
世界から多くの人が訪れるこうした機会は、北海道が持つ魅力を世界に発信する絶好の機会となります。北
海道は、全国と比較して人口減少が早く進むなど構造的な課題に直面する一方で、豊かな自然や生活環境を
始め多くのポテンシャル、強みを有しています。これまで以上に人や資本を呼び込むためにも、北海道が持
つ強みを更に磨き上げ、見える化し、発信していくことが必要です。
　また、多様化する地域や社会の課題解決に向けては、地域経済を支える自治体、産業・企業を始め、あら
ゆるプレイヤーが中長期の課題を共有し、それぞれが持つ特徴、強みを活かし、ビジネスの視点からそれら
の課題を解決していくミッション志向でのアプローチが鍵になると考えています。
　私ども北海道経済産業局では、地域が抱える様々な課題の解決を通して地域経済の活性化に取り組み、多
様な個性を活かして社会全体での包摂的成長を実現すべく、以下の取組を全力で推進してまいります。

　まず、現下の経済状況に対する的確な対応と挑戦する中小企業等への支援です。円安影響を含む物価上昇
に対応するには賃上げが重要であり、その原資確保のためにも、成長分野に向けた事業再構築への支援、
DX戦略策定支援等による生産性向上の推進、適切な価格転嫁に向けた環境整備に取り組んでまいります。
また、物価高騰等の影響で厳しい状況にある中小企業等への資金繰りや事業再生の支援に取り組むほか、若
手後継者（アトツギ）が新たな取組に挑戦するアトツギベンチャーの推進、企業に寄り添って経営課題を解
決するための伴走支援に取り組んでまいります。

　第二に、持続的な成長を可能とする経済社会の実現に向けた取組です。地域資源を活かした高付加価値ビ
ジネスを創出し、魅力ある持続可能な地域としていくことが重要です。輸出エキスパート人材を活用した農
林水産物・食品の輸出促進や、アドベンチャーツーリズム推進による地域観光産業活性化に取り組むほか、
地域課題解決に向けたスタートアップとのマッチング支援、デジタル人材の育成、さらに、宇宙、バイオ、
スポーツ関連産業等における新事業創出に向けて取り組んでまいります。

　第三に、カーボンニュートラルの実現に向けた取組です。エネルギー価格高騰を背景として省エネへの関
心が高まる中、工場等での省エネ診断による運用改善に向けた取組や省エネ性能の高い設備への更新を支援
するとともに、再エネの最大限導入と、エネルギー地産地消による地域活性化に向けた取組、CCUS/カー
ボンリサイクルを促進します。また、安全性の確保を大前提とした泊発電所の再稼働、寿都町と神恵内村に
おける高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する文献調査等について、地域のご理解とご協力を得ながら取
り組んでまいります。加えて、災害時を含めたエネルギーの安定的な供給の確保に引き続き取り組んでまい
ります。

　関係機関の皆様とともに、ウィズコロナ・ポストコロナの経済社会を切り拓く「強い北海道経済」の実現に
向けて職務に邁進いたしますので、より一層のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　令和5年は「癸卯（みずのとう）」。「癸（みずのと）」は植物の内部にできた種子が大きさを測れるまで大き
くなってきた状態を意味すると聞きます。新たな生命が育ち始め、うさぎのように跳ねあがる、すなわち物
事が好転する年です。本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年となりますよう祈念し、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。
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北海道知事

鈴木　直道

令和5年　知事年頭所感
　新年明けましておめでとうございます。新春を迎えるに当たり、謹んでご挨拶を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症の流行が続く中、ウクライナ情勢に端を発した国際情
勢の変化に伴うエネルギーや原材料等の価格高騰や円安基調などにより、道民の皆様の生活や事業者の方々
の経営環境に大きな影響が及びました。また、記録的な大雪による交通障害や高病原性鳥インフルエンザが
発生したほか、知床沖で発生した観光船遭難事故は多くの尊い命が失われる大変痛ましいものとなりました。
　道民の皆様の安全・安心を守る重要性を改めて認識した1年となりましたが、本年においても、感染症を
はじめとする様々なリスクへの対応に万全を期してまいります。また、物価高騰等への対応など足下の影響
を緩和しながら、将来の成長につながる取組を後押しし、道民の皆様の暮らしの安心と本道経済の活性化を
図ってまいります。
　一方、コロナ禍など困難な状況にあっても、北海道の魅力が広く発信された1年ともなり、北海道のアン
テナショップ「どさんこプラザ」を道外に新たに3店舗出店したほか、3年ぶりに開催された「北海道マラソン
2022」には、過去最多の約1万8千人が参加し、「ガーデンフェスタ北海道2022」では、恵庭市のメイン会
場をはじめ全道各地の協賛会場に多くの方々にご来場いただきました。また、ふるさと納税の寄附受入額が、
個人版・企業版とも、3年連続で全国1位となったほか、首都圏からの本社移転や、サテライトオフィス開設
などの動きも引き続き活発となりました。
　道民の皆様、そして北海道を応援してくださる多くの方々から、ご理解とご協力をいただいたことに、改
めて感謝申し上げます。
　新しい年においては、脱炭素化やデジタル化といった社会変革の動きの本格化や、世界的な食料需給を巡
るリスクの顕在化を踏まえ、「エネルギー」「デジタル」「食料」の3つの分野への対応がより大切となります。
　世界的に関心が高まっている脱炭素化に向けては、本道の強みである豊富な再生可能エネルギーを最大限
活用することが重要です。その上で、暮らしや生産性の向上、地域の活性化といった、次なる成長とその好
循環につながるよう、「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて、全庁一丸となって取り組んでまいります。また、
ICTやAI、ロボットなどの未来技術を活用した社会の実現に向けて、ドローンの実証を進めるなど、地域課
題の解決に向けたデジタル化の取組を加速します。こうした取組を支える本道と本州を結ぶ送電と通信の2
つの海底ケーブルの整備や、洋上風力など再生可能エネルギーの供給拡大に取り組み、「北海道データセン
ターパーク」の実現につなげてまいります。食料安全保障の重要性の高まりに対しては、我が国最大の食料
供給地域である北海道としての役割をより一層発揮できるよう、生産力と競争力の強化を積極的に進めてま
いります。
　本年は、国内外から大きな注目が集まるG7気候・エネルギー・環境大臣会合やアドベンチャートラベル・
ワールドサミット2023、全国豊かな海づくり大会が開催されるほか、北海道ボールパークFビレッジも開業
します。こうした好機を確実に捉え、本道の魅力や強みを国内外に向けて発信していくことが重要となりま
す。道民の皆様とともに、直面する様々な困難を乗り越え、北海道の価値を一層磨き上げながら、活力あふ
れる北海道の実現に向けて、全力で取り組んでまいります。
　本年が、皆様にとりまして、希望に満ちた素晴らしい年となりますよう心からお祈り申し上げ、新年のご
挨拶といたします。
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　昨年11月28日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて北海道議会自民党・道民会議商工業振興議員連盟（議連）と
の共催で中小企業問題懇談会を開催しました。
　当日は、議連所属の議員、北海道副知事や経済部幹部職員、本会正副会長・
常任理事など合わせて72名が出席し、午後6時、桐木茂雄道議の司会で開
会しました。千葉英守議連会長、土屋俊亮北海道副知事、尾池一仁会長か
らそれぞれ挨拶の後、柄目事務局長より北海道・道議会などに対して行った
要望について説明があり、実現に向けた働きかけをお願いしました。
　続いて、小畑保則北海道議会議長の乾杯の発声で懇談に移り、活発な意
見交換が行われた後、小林一清副会長の挨拶で閉会しました。

司会 桐木道議 本会 柄目事務局長 北海道議会 小畑議長 本会 小林副会長

議連 千葉会長 北海道 土屋副知事 本会 尾池会長

中小企業問題懇談会を開催しました

　札幌市の産業経済の発展に著しく功績のあった個人を表彰する「札幌市産業経済功労者表彰」と、商工業の振興に寄
与した工場・店舗などの事業所やその役員、従業員を表彰する「札幌市優良工場等表彰」の令和4年度の表彰式が昨年
11月30日、札幌パークホテルにおいて行われ、秋元克弘札幌市長から表彰状が授与されました。本会関係者で受賞の
栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます。

伝法谷　由紀　氏
株式会社札幌ゴム　代表取締役社長
札幌鉄工関連協同組合　理事

工場の部
札幌市産業経済功労者表彰 札幌市優良工場等表彰

本郷　一保　氏
内外塗工株式会社　代表取締役
札幌塗装工業協同組合　理事

北海道マスチック事業協同組合　監事

片岡　博幸　氏
北海道火災共済協同組合　常務理事

札幌市優良工場等表彰
組合等職員の部 技能指導者の部組合等職員の部

野村　佳史　氏
日通札幌輸送事業協同組合　理事長
ネットワーク札幌協同組合　理事長

北海道ネットワーク運送事業協同組合連合会　理事長

及川　淳子　氏
札幌四番街商店街振興組合

受賞おめでとうございます！札幌市 産業経済功労者表彰・優良工場等表彰
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令和4年度要望書による協力要請を行いました

斜里町 美幌町

北見市 豊浦町

伊達市

弟子屈町

音更町

苫小牧市

旭川市

稚内市

標茶町

小樽市

岩見沢市

留萌市

釧路市

帯広市

余市町

美唄市

函館市

　本会では、新型コロナウイル
ス感染症の長期化や原油・原材
料の高騰など厳しい状況の中、
地域の経済や雇用を支えている
中小企業・小規模事業者の実情
に即した事業環境の整備や需要
喚起策が早期に講じられるよう、

「令和4年度中小企業団体全道大
会」で決議した要望事項につい
て各市町長等に説明し、実現に
向けた協力の要請を行いました。

10月5日

10月25日

11月17日

11月21日

12月1日

10月18日

11月25日

12月6日

10月17日

11月16日

12月20日

10月4日
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北海道の労働事情 【要約版②】令和4年度

2　人材育成と教育訓練について
（1）従業員に行っている教育訓練の方法について
　従業員に行っている教育訓練の方法について〈図4〉
のとおり。
　最も多かったのは「必要に応じた OJT の実行」で
50.8％だった。次いで「自社内での研修会・勉強会の開
催」が33.8％、「民間の各種セミナー等への派遣」が
26.3％となった。

　12月号に引き続き、今年度実施した「中小企業労働事情実態調査」の結果の要点を掲載いたします。なお、詳細は
本会ホームページに掲載しております。

1　育児・介護休業制度について
（1） 育児休業、介護休業を取得した従業員の雇用形態・

性別について
　育児休業、介護休業を取得した従業員の雇用形態・性
別については〈図1〉のとおり。
　最も多かったのは非製造業の正社員・女性で
17.6％、次いで製造業の正社員・女性で13.8％、製造業
の正社員・男性が5.4％となった。

（2）取得した従業員の代替要員の対応について
　取得した従業員の代替要員の対応については〈図2〉
のとおり。
　最も多かったのは「現在の人員で対応した」で
61.7％、次いで「他の部署の従業員・役員による代替、
兼務」が20.4％、「パートタイマー、アルバイトを雇い
入れる」が12.1％となった。

（3） 改正育児・介護休業法の対象者に対する対応につ
いて

　改正育児・介護法休業法で新たに創設された、配偶者
の出産に伴う出生時育児休業制度（産後パパ育休）への
対応について〈図3〉のとおり。
　最も多かったのは「特に実施していない（予定もな
い）」で49.6％、次いで「対象者の把握に努めている」が
22.0％、「就業規則、労使協定など現行制度を改正する

（した）」が20.6％となった。

〈図1〉�育児休業、介護休業を取得した従業員の雇用形態・性
別について（複数回答）

■製造業　■非製造業
正社員

男性 女性
パートタイマー
男性 男性 男性 男性女性

派遣
女性

嘱託・契約社員
女性

その他
女性

19％
17％
15％
13％
11％
9％
7％
5％
3％
1％

－1％

5.4％
3.6％

17.6％

13.8％

0.0％0.0％ 0.0％0.0％ 0.0％ 0.0％0.0％ 0.0％ 0.0％0.0％

3.2％3.6％

0.4％0.0％ 0.8％0.4％

〈図2〉取得した従業員の代替要員の対応について

現在の人員で対応した

他の部署の従業員・役員による代替、兼務

パートタイマー、アルバイトを雇い入れる

正規従業員を採用

派遣の活用

関連会社からの人員応援

その他

80％60％40％20％0％

61.7％

20.4％

12.1％

9.7％

5.3％

3.4％

8.3％

〈図3〉改正育児・介護休業法の対象者に対する対応について

特に実施していない（予定もない）

対象者の把握に努めている

就業規則、労使協定など現行制度を改正する（した）

説明会、掲示等で社内全体へ制度を周知する（した）

対象者に制度の説明と取得勧奨をしている

制度の内容が分からない

取得促進のために手当を支給する

その他

60％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
49.6％

22.0％

20.6％

6.6％

5.6％

4.4％

0.2％

3.7％

〈図4〉従業員に行っている教育訓練の方法について

必要に応じたOJTの実行

自社内での研修会・勉強会の開催

民間の各種セミナー等への派遣

協同組合の共同研修への派遣

特に実施していない

親会社・取引先の共同研修への派遣

商工会議所、商工会の研修への派遣

通信教育の受講

公共職業訓練機関への派遣

中小企業大学校への派遣

中小企業団体中央会の研修への派遣

専修（専門）、各種学校への派遣

その他

60％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

50.8％

33.8％

26.3％

19.6％

17.5％

12.5％

10.7％

8.5％

6.2％

4.5％

2.6％

2.0％

2.1％
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3　 原材料費、人件費（賃金等）に対する 
販売価格への転嫁状況

（1）販売・受注価格への転嫁状況
　原材料費、人件費等の増加による販売・受注価格への
転嫁状況については〈図6〉のとおり。
　「価格の引上げ（転嫁）に成功した」が28.8％で最も
多く、次いで「価格引上げの交渉中」が24.8％、「これか
ら価格引上げの交渉を行う」が15.0％となった。

（2）販売価格への転嫁内容
　原材料、人件費、利益を含めた販売価格への転嫁の内
容については〈図7〉のとおり。
　「原材料分の転嫁を行った（行う予定）」が77.0％で
最も多く、次いで「人件費引上げ分の転嫁を行った（行
う予定）」30.5％、「利益確保分の転嫁を行った（行う予
定）」が27.1％となった。

（3）一年前と比べた価格転嫁の程度
　一年前と比べた価格転嫁の程度については〈図8〉の
とおり。
　「10％未満」が44.1％で最も多く、次いで「10〜30％
未満」が38.4％、「70〜100％未満」が8.7％となった。

本調査の実施にあたり、ご協力いただきました会員組合及び組合員企業の皆さまに深く感謝申し上げます。

〈図5〉�付加価値や生産性を高めるための教育訓練・研修の
内容について

各種資格の取得

経理、財務

新技術開発、新商品開発、研究

語学、コミュニケーション能力

法律

アプリ開発、システム開発

プログラミング

その他

職階（初任者、中堅社員、管理職）
に応じた知識・技能

80％60％40％20％ 70％50％30％10％0％

74.9％

45.9％

7.0％

6.2％

4.2％

3.8％

1.1％

1.0％

3.1％

〈図6〉販売・受注価格への転嫁状況

価格の引上げ（転嫁）に成功した

価格引上げの交渉中

これから価格引上げの交渉を行う

対応未定

転嫁はできなかった

その他

価格を引き下げた（またはその予定）

35％0％ 5％ 10％15％20％25％30％

28.8％

24.8％

15.0％

11.3％

10.6％

7.0％

2.2％

0.2％

転嫁はしていない
（価格変動の影響はない）

〈図7〉販売価格への転嫁内容
90％0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

77.0％

30.5％

27.1％

1.3％

原材料分の転嫁を行った
（行う予定）

人件費引上げ分の転嫁を行った
（行う予定）

利益確保分の転嫁を行った
（行う予定）

その他

〈図8〉一年前と比べた価格転嫁の程度

10％未満
44.1％

10～30％
未満
38.4％

30～50％未満 3.9％
50～70％未満 4.4％
70～100％未満 8.7％

100％以上 0.4％

（2） 付加価値や生産性を高めるための教育訓練・研修
の内容について

　付加価値や生産性を高めるための教育訓練・研修の
内容については〈図5〉のとおり。
　最も多かったのは「各種資格の取得」で74.9％だっ
た。次いで「職階（初任者、中堅社員、管理職）に応じた知
識・技能」が45.9％、「経理、財務」が7.0％となった。
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令和元年度補正・令和3年度補正ものづくり補助金12次締切の採択結果
が発表されました
　令和4年8月18日から令和4年10月24日までの期間で公募を行いました12次締切について、全国で3,256者の
応募がありました。
　全国採択審査委員会において厳正な審査を行った結果、北海道地域事務局では以下のとおり82者が採択されました。

中央会からのお知らせです

〔一般型〕
商号又は名称 事業計画名

中村農場 労力が掛り生産者から敬遠される食用馬鈴薯
メークインの増産計画

有限会社門別清掃社 現場における作業効率および能力向上のための
機材導入計画

アルナチュリア株式会社 道産小麦の小売から健康志向に応える新鮮な全
粒粉製造への挑戦

発寒中央歯科クリニック デジタル機器導入による革新性の高い歯科医療
サービス体制の構築

有限会社大村純司商店 最新畳製作機械の導入による新製品の商品化と
生産性の向上

木幡農場 スマート農業の実現により国内食料自給率の向
上に貢献する

株式会社
十勝家畜人工授精所

ストロー印刷機の導入による業務効率化・生産性
向上

株式会社松原特殊農機 ファイバレーザ加工機導入による生産性向上・食
品選別機参入事業

有限会社新生農場 スプレイヤー導入による農作物育成・管理作業の
スマート農業化の実現

白石農場 けん引スプレイヤー導入で畑作・肉牛混合経営な
らではの循環型農業を促進する。

高野牧場 自動哺乳ロボット導入による哺乳作業の自動ラ
イン化

有限会社丸中中里商店 デジタルトラックスケール導入による生産性向
上と新規顧客開拓

株式会社マルイ ロボットパテライザ導入による生産性の向上及
び省エネ実現事業

有限会社平山設備 最新型パイプ分岐加工装置導入による低コスト
短納期化で事業拡大

有限会社福田農場 最新型梱包機の導入による生産性向上への取り
組み

深川グリーン歯科医院 治療の選択肢の幅を広げるための画像診断力向
上と業務生産性向上

藤内農場 大豆専用コンバイン導入による適期収穫で生産
効率と品質の向上

株式会社北島土建 最先端 ICT 機能搭載の油圧ショベル導入による
作業効率向上

有働牧場 1頭当たり乳量の更なる向上を目指し、市況変化
に耐えうる経営環境を築く

日重建設株式会社 最新型 ICT ブルドーザーコマツD61PXI-24型導
入による施工の生産性向上

株式会社三浦商店 EC サイト連動型在庫管理システムによる効率化
と利益率の改善

株式会社杢匠 加工技術の高度化と効率化、複雑な寺社工事の対
応で新規顧客開拓

有限会社坂本空調 切断加工の効率化が生む、未来へ向けたマイナー
業種のメジャー化

有限会社すがの商店 菓子製造プロセスの改善による生産性向上事業

株式会社小田嶋農場 長芋輸出拡大を捉えた技術革新による増産計画

株式会社
大野きのこファーム

燃料自動投入システム導入による生産性及び品
質向上を目指す事業

株式会社アグリダイレクト 自社向け輸入タスク管理システム導入による輸
入業務のデジタル化

商号又は名称 事業計画名

株式会社 northclover 機械導入で下請け課題を解決し、札幌の大規模都
市開発に「木工」から貢献！

株式会社エヌ・エヌ・ワイ 良い牛を育て、良い牛乳を提供するためのセミド
ライフォグ導入

有限会社和田農園 環境配慮による長芋の種植えと ICT 活用による
品質向上

株式会社高橋牧場 牛の変化を見逃すな！ICT デバイスを活用した
新しい飼養管理。

桶作畳店 新製造ラインの構築で畳製造を高速化　洋間に
マッチする機能性薄畳を新たに開発

有限会社カネコ小松鋼業 ICT プレス機によるDX化、生産性・安全性の向
上、雇用の促進

株式会社ブロスティー アートロックフリーザー等導入による生産性向
上及び品質向上を目指す事業

岩城農場 拘りの小豆生産に注力する為に必要な営農工程
の改善

農業 豆類収穫工程における飛躍的な改善

いとう歯科医院 12歳以下を対象とした、乳歯から混合歯列期の
咬合誘導事業

白木建設工業株式会社 後志管内の工事効率を劇的に改善！3次元データ
を活用した図面製造内製化事業！

株式会社矢代工業 金属切断技術獲得による小水力発電設備用金属
部品の製造

株式会社末広ボデー 水性塗料による塗装時の乾燥時間短縮による塗
装品質向上計画

デンタルクラフト・N 旭川市で初の高度なチタン鋳造・加工設備導入に
よる生産性の向上

八軒みらい歯科 CAD／CAMシステムを活用した1日治療の実現

くりやま歯科クリニック 根管治療や歯周病治療等の高度化とインプラン
ト治療の安全性向上

福住デンタルオフィス アライナー矯正治療への対応と診療スペースの
拡充による売上拡大

細川歯科医院 口腔内スキャナを活用した訪問歯科診療の提供
と自由診療患者の獲得

長澤省吾 地域農業を支える！6畦真空播種機導入による大
豆栽培の高効率化

株式会社海好 3Dフリーザーを使用した高品質冷凍ホタテの製
造

渡邊農場 新型スプレーヤー導入による農業の生産性向上
と持続性の両立

有限会社新村牧場 『遺伝子組換え飼料』を使わない為の良質な土壌
づくり

小笠原勝利 農地のポテンシャルを最大限に発揮するための
最新鋭スプレーヤーの導入

早瀬農場 馬鈴薯選別ラインの導入による飛躍的な作業能
率の向上

株式会社OfficeK2 独創性の有る商品開発及び高品質な仏壇文化の
継承と刷新を行う。

株式会社
北見車輌部品センター

新車の早期納車と危害要因解消へ！新型リフト
導入による作業効率向上

インターステラ
テクノロジズ株式会社

三次元計測機導入によるロケットの品質保証体
制構築
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　昨年11月25日、びわ湖大津プリンスホテル（滋賀県）において、全
国中小企業青年中央会（全青中）の組合青年部全国講習会が開催されま
した。
　当日は236名が出席し、北海道中小企業青年中央会（道青中）から間
島且人会長ほか3名が出席しました。講習会では、第一部に、株式会社
ナンガ　代表取締役　横田智之氏から「事業承継」をテーマに講演が行
われました。自社を継いだときの経験、事業承継において抱えがちな悩
みの解決法、今後の展望などについてお話がありました。第二部では「事・業・承・継〜あなたのお悩み聞か
せてください〜」と題したパネルディスカッションが行われました。全国7ブロックの青年中央会を代表す
るパネラーによる、事業承継問題の共有と、課題解決につながる意見交換を行いました。
　終了後の懇親会では、宮城県中小企業団体青年部連絡協議会から「全青中令和5年度通常総会」のPRが行
われ、盛会のうちに終了しました。

組合青年部全国講習会が滋賀県で開催されました
全国中小企業青年中央会

滋賀県から宮城県へ、
会旗の継承が行われた

パネルディスカッション

ものづくり補助金北海道地域事務局
札幌市中央区北1条西7丁目プレスト1・7ビル　3階
TEL：011-522-9300　HP：https://portal.monodukuri-hojo.jp/

お問合せ先

商号又は名称 事業計画名

有限会社久保商会 解体市場成長に備えた最新金属マテハン機導入
による生産性向上

株式会社十勝ふじや牧場 農薬散布用ドローン導入によるスマート農業の
実践

太田農場 馬鈴薯の未来を守る！種芋新規耕作に向けた最
新スプレーヤー導入

ダブルブイ株式会社 動物病院向け新システム開発による生産性向上
と経営多角化の実現

佐藤農園 健全な種子の安定供給のためスマート農業によ
る防除作業効率化

有限会社北土重建 ICT 施工×高精度・高性能重機導入による飛躍的
な生産性向上事業

株式会社プリントハウス 集客と売上をデジタルで支援、環境配慮型の製造
へ転換

オートボディー斎藤 4段クレーン導入による、ロードサービス品質の
向上

アルファ　クラフト 鋼材切断の機械化による作業効率アップと生産
性向上、新規受注の獲得へ！

野口興業 新ハーベスタ導入による木材生産の効率化

株式会社まるたか 本格蕎麦店の味を家庭に届ける本物志向の冷凍
製品の開発と販売

大椋牧場 スマート農業で生乳量増加〜IT 技術活用し、生産
性向上を目指す〜

北海道ニプロ株式会社 薄板ハイテン材の精密曲げ加工技術確立による
新製品製造体制の構築

有限会社丸仁 当社の優位の源泉である「コマイ加工商品」の通
年量産化の実現

商号又は名称 事業計画名

北見鈴木製菓株式会社 菓子製造における受発注システムの DX 化と生
産設備導入

小山農場 オーダーメイド型の立ち植え式長いもプラン
ター導入による長いも生産性向上計画

田本農場 小麦の品質を守る乾燥ラインの再構築

株式会社篠田興業 新型レーザーさび取り機の導入による表面処理
工程の刷新と販路開拓

Kエナジー株式会社 SDGs な森林活用、作業の効率化で経営体制の更
なる強化

株式会社 REALIZE83 嗜好性・安全性の高い燻製ベーコン等の開発と機
械化による生産能力の向上

株式会社
ノースデンタルコネクト DX活用による歯科技工の効率化と教育推進事業

建基コンサルタント
株式会社

レーザースキャナー搭載ドローン導入による測
量技術の高度化と生産性向上事業

串田牧場 粗飼料生産の作業効率化及び品質向上による生
乳生産拡大を図る

株式会社一直線道 地域密着型除雪サービス事業の立ち上げ

株式会社
まつやコンサルタンツ

海底面の3次元高速測定・データ化実現による生
産性向上投資

マルイ包裝株式会社 厚肉樹脂シートに対する新たな高精度・低コスト
真空・圧空成形技術の確立

株式会社毛利印刷 製版・印刷工程の生産効率向上と新製品の企画・
提案力向上

有限会社ダイシン印刷 廃棄物から作った紙など環境にやさしい素材に
よる印刷事業の開発
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◆猶予措置の廃止の背景
　2023年4月1日から、月60時間を超える時間外
労働に対する割増賃金率を「50％以上の率」とする
規定が、中小事業主にも適用されることになりまし
た。もともと使用者が時間外または休日労働させた
場合には、25％以上50％以下の率で計算した割増
賃金を支払わなければなりませんでしたが、2010
年4月1日施行の労基法改正により大企業のみは月
60時間を超えた場合は、50％以上の率で計算した
割増賃金を支払わなければならないとされていまし
た。しかしながら2018年の労基法改正においてこ
の猶予措置が廃止されることとなり、その結果
2023年4月1日から中小企業〈労働者の数が300人

（小売業については50人、卸売業またはサービス業
については100人）以下〉を対象に月60時間を超え
る時間外労働の割増賃金率が50％以上に引き上げ
られることになりました。これは2019年4月より
順次施行されていた「働き方改革関連法」によるも
のです。
　しかしながら、代替措置で月60時間を超える法
定時間外労働を行った労働者の健康を確保するた
め、引き上げ分の割増賃金の支払の代わりに有給の
休暇（代替休暇）を付与する制度もありますので今
回はこの制度についてご紹介しましょう。

◆代替休暇の規定について
　事業者は今般の時間外労働をした労働者に割増賃
金を支払う代わりに、「代替休暇制度」で有給休暇
を付与することが可能になりました。この制度は1
か月60時間を超える時間外労働を行った労働者の
健康に配慮し有給休暇を割増賃金の代わりに与える
休暇制度のことで、事業者側にとっては残業代の負
担を抑えることにつながり、労働者にとっては健康
を維持しやすくなるメリットがあります。本制度を
導入するためには労使協定を締結しなければなりま
せんが、実際に代替休暇を取得するかどうかの判断
は労働者本人に委ねられているため強制することは
できません。また代替休暇を与えても原則の割増率

25％までの部分については休暇に替えることはで
きませんので適切な割増賃金の計算は必要です。

◆代替休暇の時間数の算定方法
　代替休暇に換算できるのは、月60時間を超える
時間外労働時間に対する割増賃金率（50％以上）と、
通常の時間外労働に対する割増賃金率（25％以上）
の差（25％以上）に相当する割増賃金部分で、代替
休暇の時間数は、次の計算式により求められます。

「代替休暇の時間数＝（1か月の法定時間外労働時間
数－60）×換算率※」
　※ 換算率＝月60時間を超える時間外労働に対す

る割増賃金率－代替休暇取得時に支払うべき割
増賃金率（具体的な数値は労使協定によって定
めます）。

（例）：月60時間を超える時間外労働時間に対する
割増賃金率⇒50％
代 替 休 暇 取 得 時 に 支 払 う べ き 割 増 賃 金
⇒30％（法定率25％を上回ると仮定）
法定時間外労働時間数⇒100時間

　この場合、換算率は「1.5％－1.3％＝0.2％」なので、
「代替休暇の時間数＝（100時間－60時間）×0.2％
＝8時間」
　したがって、この月に関して、労働者は8時間の
代替休暇を取得することが可能です。
　但しこの休暇は時間外労働を実施した日から2か
月以内に取得しなければなりません。

◆まとめ
　今般の割増率引き上げの代替措置としての「代替
休暇制度」の概要をご紹介しましたが、本来中小企
業への割増賃金率の引き上げは労働者のワーク・ラ
イフ・バランスを良好に保つための措置として導入
されました。この引き上げを単に「残業代の負担増」
として認識することなく、選択肢としての代替休暇
制度を積極的に活用して労働者の健康を保持する観
点からも無駄な時間外労働をなくし、労働環境改善
の機会として捉えていきましょう。

時間外労働の割増率が50％に
アップ！！ 〜代替休暇制度の活用〜

森隆幸社会保険労務士事務所
特定社会保険労務士

森　隆幸　氏
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〈IT導入補助金〉　─デジタル化による事務負担軽減
　企業間取引のデジタル化を強力に推進！
　インボイス制度への対応も見据え、デジタル化基盤導入類型では、令和4年度第2次補正予算において、補助下限額を
撤廃し、会計・受発注・決済・ECソフトに加え、PC・タブレット・レジ・券売機等のハードウェア導入費用も支援します。

類型名 デジタル化基盤導入枠（デジタル化基盤導入類型）
ツール名 ITツール PC等 レジ等
補助額 〜50万円以下（下限を撤廃） 50万円超〜350万円 〜10万円 〜20万円
補助率 3/4以内 2/3以内 1/2以内

対象経費 ソフトウェア購入費、クラウド利用費（クラウド利用料最大2年分）、ハードウェア購入費、導入関連費（ソフトウェ
アの更新等保守サポート費含む）

［みらデジ］
　みらデジ経営チェックにより、インボイス対応も含めた自社のデジタル化の進捗状況・経営課題
の確認が可能です。
　経営改善のために是非ご活用ください。
　お問い合わせ先：サービス等生産性向上IT導入支援事業　コールセンター（0570-666-424）

インボイス制度に関する相談窓口

〈小規模事業者持続化補助金〉　─課税転換に伴う販路開拓支援
　小規模事業者等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の支援を受けながら取り組む販路開拓等の費用（税理士等
への相談費用を含む）を支援！
　免税事業者からインボイス発行事業者に転換する事業者（インボイス転換事業者）に対し、令和4年度第2次補正予算に
おいて、全ての申請枠で補助上限を一律に50万円上乗せします。（最大250万円補助）

（令和4年度第2次補正実施分は、準備が整い次第、公募予定）

申請類型 補助上限額 補助率
通常枠 100万円（  50万円） 2/3以内

（成長・分配強化枠の一部の類型にお
いて、赤字事業者は3/4以内）

成長・分配強化枠（賃上げや事業規模拡大の取組） 250万円（200万円）
新陳代謝枠（創業や後継ぎ候補者等の新たな取組） 250万円（200万円）

（　）内の補助上限額は、インボイス転換事業者以外が申請した場合

お問い合わせ先：
・商工会地域の方　所在地によって異なるため右のQRコード参照
・商工会議所地域の方　03-6632-1502

✓ 商工会・商工会議所及びよろず支援拠点等による経営相談対応・専門家派遣・講習会の開催等を実施しています
　（中小企業119を通じた専門家派遣も受けられます）

課税事業者を選択する皆様 免税事業者を維持する皆様
デジタル化によるインボイス対応にかかる事務負担の軽減
✓  IT導入補助金により、ITツール（一部ハードウェアも含む）の導
入費用等を幅広く支援します

✓ みらデジにより、インボイス対応も含めた自社のデジタル化状況
や経営課題を見える化します

課税転換に伴う販路開拓支援
✓ 小規模事業者持続化補助金により税理士等への相談費用も含めた
販路開拓等の支援をします

免税事業者についての取引上の懸念への取組み
✓ 免税事業者及びその取引先のインボイス制度への対

応に関するQ＆Aを公表しているほか、実態把握
のための書面調査等を実施しています

✓ 取引上のお悩みは下請法及び建設業法並びに優越的
地位の濫用規制に係る相談窓口（以下Q＆A末尾参
照）または下請かけこみ寺にご相談ください

本紙は「令和4年度第2次補正予算事業」の制度概要をご紹介しています。準
備が整い次第公募を開始しますので、現在の公募情報はホームページでご確
認ください。

N O M T OI F R A I N

北海道経済産業局からのお知らせです
〈令和4年度第2次補正予算等〉（令和4年12月時点版）

インボイス制度への対応に取り組む皆様へ
各種支援策のご案内 チラシのダウンロードはこちら↑

よろず支援拠点

Q＆A 下請かけこみ寺

現在の公募情報はこちら

商工会地域
お問い合わせ先

現在の公募情報は
こちら
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主要DI の推移
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11月の道内景況 情報連絡員レポート
主要DI全て低下　コロナ感染再拡大の影響あり

（凡例） 30以上 10〜29 9〜△10 △11〜△29 △30以下

　全業種の主要DIは、「景況」、「売上高」、「収益状況」の全てにお
いて前月より低下した。
　製造業では、「景況」、「売上高」、「収益状況」、「資金繰り」で改善
しているが、他の項目で低下している。
　非製造業では、「雇用人員」を除く全ての項目で低下している。
　情報連絡員からの報告によると、製造業は、依然としてエネルギー
価格等の高騰による影響が大きく、厳しい経営環境が続いている。
　非製造業では、コロナ感染の再拡大による消費の低迷や電気料金、
原油価格の高騰が経営を圧迫し、小売業を中心に苦慮しているとの
声が寄せられている。

概 況 景況天気図（前年同月比）

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）
したという回答（構成比）から「減少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた
値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

製造業
食料品  
● �原材料価格の高騰に伴い、それぞれの企業の対応能力による業績の差が出ている
状況である。� （小樽）

● �今期の秋鮭漁は、6,881t（前期424t、162％）
・北海道全体では、11月29日現在で78,844t（前期47,778t、165％）となっている。
・地元の水産加工場においては、主力はホタテ加工となっているが、秋鮭の豊漁と
重なり、ホタテを冷凍保存し、冬期間において加工処理を行う考えで対応を進め
ている。（ホタテ漁は11月末にて終漁）

・秋鮭加工品の価格については、9月末時点で不漁の様相を見せていたこともあ
り、浜値も昨年同等の値段をつけていたため、当初より販売先を決めての生産を
していることから、豊漁と言えども販売価格は落ちていない。（今期生産したイ
クラ等は2年間保存可能）� （網走）

● �味噌出荷量（道内）；単月（令和 4年 10月）　前年対比　　　　 �92.1％
・醤油出荷量（道内）；単月（令和 4年 10月）　前年対比　　　101.4％
・令和 4年 1月〜 10月の道内・累計出荷量；味噌　前年対比　 99.0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　；醤油　前年対比　　　��96.9％
・令和 4年 1月〜 9月の全国・累計出荷量；味噌　前年対比　　�98.7％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　；醤油　前年対比　　　100.2％
・令和 4年 9月の道内単月出荷量は、味噌で大きく減少している。
・令和 4年 1月〜 10月の道内の累計は味噌・醤油ともに前年割れ。
・令和 4年 1月〜9月の累計で、道内の醤油の出荷量が、全国平均よりも悪い
状況が続いている。
・エネルギー価格・原材料価格の高騰、円安の影響で業界の状況は良くない。
� （全道）
木材・木製品  
● �11 月期のトドマツ原木は、これまでの状況を見ると例年並み。トドマツ原木
は、カラマツ原木不足により代替えとしてトドマツを使用する状況がみられる
が、トドマツ原木の不足感は今のところはない。移出は、本州合板工場の需要
が下がりカラマツ、トドマツとも動きが少ない状況。市況については、地域差
があるが、保合で推移。
・11月期のカラマツ原木は、依然として慢性的な原木不足だが、解消される
見込みがない状況にある。また、3.65m材の出材が国有林で供給されてお
り、流通業者が高値で確保している状況が見られる。4.00m材は出材されて
いるが、未だ高値安定の状況にある。市況については、保合で推移。
・製材市況は、建築材、産業用資材共に、ここに来て価格は横ばいから弱含み
の状況にある。カラマツラミナーについては、価格が大きく下げられたが、
その後は大きく下がっていない。市況については、エゾ・トドマツは、保合
が見込まれる。カラマツもエゾ・トドマツ同様に保合。
・紙原料は、輸入チップ価格が円安で上昇しているが、国内チップ買取価格の
上乗せは少なく、希望価格にはほど遠い。
・木質バイオマス原料については、順調に集荷されているが、不足している話
もある。
・広葉樹原木については、今後供給期を迎えるので需要が増加することが見込
まれる。� （全道）

● �製材受注量は上半期より落ち着きを見せている。

・原木の入荷量は依然として少なく、入札物件の価格は高い。� （十勝）
窯業・土石製品  
● �11月の生コン出荷量はおよそ300千m3。（前年同月比96.4％）
・地域別には、前年同月を上回った分会は29分会中、8分会で前年（増加は16
分会）を下回った。前年同月と比較して、増加したのは札幌、北見地方、北渡島
など。一方、減少したのは日高、千歳地区、後志などであった。� （全道）

● �国の公共事業費予算の減少が影響し、河川整備や道路新設などの事業があるもの
の、事業費の減少に伴い、前年に比べ1割前後売上が落ち込んでいる。
・令和4年度補正が見えてきたが、河川整備事業などでは砂利の需要は望めない。
・砂利単価が地域によっては、1m3300円から500円程度上がっているが、標
茶・弟子屈地域の単価上昇は4月以降の予定。

・業界としては、単価が上昇しても燃料費等の経費上昇が経営を圧迫している。
� （全道）

● �11月は冬前の駆け込み需要で昨年の売上を上回った。
・繫忙期に入り、人手不足と作業量の増加、施工時間の短縮により、工事の進捗状
況は悪くなってきている。

・値上げは浸透しつつある。しかし予算との兼ね合いで、ガラスの面積を小さくし
たり厚みを薄くしたりといった設計変更が頻繁に行われ、その都度見積りに追わ
れ大変手間がかかっている。� （全道）

● �公共工事の受注は昨年比1割減程度であるものの、受注内容が道路の拡幅工事か
ら維持管理・補修工事に変化してきたことにより収益が減少し、厳しい状況となっ
ている。� （十勝）

● �国内造船所は鋼材価格高騰により大変厳しい経営環境に置かれており、それに加え
て船舶用品の価格の上昇や納期遅延で建造工程に遅れが出るなど、新造船の受注
契約交渉が難航する状況になりかねない。
・新造船の受注量が2年半程度確保されており、令和5年度上半期からは建造量
の増加で人員不足が予想され、人員確保が難しい状況である。� （室蘭）

一般機器  
● �12月の繁忙期を前にして、今一つ事業所の動きが良くない。� （札幌）
● �度重なる資材の値上げ分を価格に反映できず、収益悪化の要因となっている。資
材の入荷も遅れ気味となっている。� （全道）

● �受注状況は順調である。
・コストアップ部分も時間はかかっているが、転嫁できている。しかし、電気料金
の高騰が打撃となっている。� （旭川）

その他  
● �段ボール原紙の値上げが浸透したようで、シート価格の値上げが始まった。当然
のことながらケースの値上げに動くのだが、値上げの幅や時期が不透明な中で動
かざるを得ない状況である。洋紙は三度目の値上げで白板紙も値上げになる。
・観光需要も年末需要も回復傾向にあるが、コロナ前には戻っていない。どの業種
もそうだと思うが、不安を抱えての年度末となる。

・シート販売とケース販売を一貫で行う大手企業が中小企業のシェアを食っている
実態である。大手企業のシェア率が平成8年では60.9％、令和4年では
73.9％になった。中小企業は価格競争と数量競争に飲まれてしまうのだろうか。
市場の棲み分けは不可能なのだろうか。� （全道）

● �電気・ガスの高騰により、収益が下がっている。� （札幌）
● �コロナ感染症に纏わる第8波の影響も然り、あらゆる品々の価格高騰を受けている

全業種 製造業 非製造業

10月 11月 前月比 10月 11月 前月比 10月 11月 前月比

業界の
景況

△4.2→ 9.2
→

△11.9→
△18.7 △22.9 △33.3 △24.1 △10.3 △22.2

売上高 △7.5→ 9.9
→

△17.2→
9.9 2.4 △3.0 6.9 17.2 0.0

収益状況 △1.4→ 2.3
→

△3.6→
△27.5 △28.9 △33.3 △31.0 △24.1 △27.8

販売価格 △7.0→ △7.0→ △7.1→
27.5 20.5 24.2 17.2 29.3 22.2

取引条件 △4.1→ △3.9→ △3.8→
△17.6 △21.7 △3.0 △6.9 △25.9 △29.6

資金繰り 0.3
→

2.2
→

△0.8→
△9.9 △9.6 △9.1 △6.9 △10.3 △11.1

雇用人員 0.8
→

△1.7→ 2.3
→△16.5 △15.7 △12.1 △13.8 △19.0 △16.7
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昨今の情勢にどれだけ対応できるかが課題であるとの認識を持っている。
・2023年コロナ融資の返済、電帳法、インボイス制度、人材不足、多くの課題が
企業に山積され、今行える経済活動活性化の為の施策、支援を願うばかりであ
る。� （旭川）

非製造業
卸売業  
● �コロナ感染者数が再び増えてきており、内食化が強くなったことで、スーパーと組
合員との取引に伸長があった。また、外国人観光客も増えてきており、土産品の需
要も回復に向かっている。
・値上げが本格化しているが、数量では横ばい、もしくは減少している。� （全道）

● �11月期の当組合買付高は仲卸、荷受け1,321,303千円で、先月の10月期実績
1,454,592千円より133,289千円ほど減少した。減少の原因としては、新型コロ
ナウイルス感染症第8波の影響による需要減少と全国旅行支援策が奏功していな
いことにあると考える。
・景気の先行き不透明感は依然として強い。
・12月期の需要期にどの程度、扱高が上昇するか未知数である。未だインフ
レ率は高止まりであり、消費の減少に繋がっている。� （全道）

● �資材高騰のため、見積物件等の引合いが減少しており、運賃や燃料費の負担が大
きくなっている。� （全道）

● �仕入れ価格上昇の価格転嫁は頭打ちで、販売価格は上昇するも粗利率は低下傾向
にある。
・コロナに対する警戒感の薄れから消費活動は復調し売上高は回復している。
・輸入品コンテナ料等の運送コストの上昇、国内流通コストの上昇、最低賃金の上
昇等により収益を圧迫する要因が増えてきている。

・組合貸展示室、会議室等の施設利用状況は概ねコロナ前に戻った感じがある。
� （札幌）

● �コロナ禍での3度目の歳末を迎え、行動制限は緩和されたが、感染が拡大してい
ることから、大人数の忘年会を控える状況は組合員の会社関係にも見受けられ、当
組合の歳末親睦パーティーも3年連続の中止となった。年明けの新年会は今のと
ころ実施予定である。
・先月に続き、物価上昇は収まらず、加えて電気代・燃料代も高騰してきており、
本格的な冬の中、節約等苦慮しているところである。� （帯広）

小売業  
● �売上高前年比 105.8％の実績。
・来場客数は減少したものの、大口先への売上が好調で売上計画も達成した。
� （札幌）

● �前年比較
・物販見込　95.3％
・金　　融　97.8％
・11月はコロナ感染者数が過去最多の記録を更新し続け、再び外出を控える傾向
が見られた。物価高の影響もあり全体的に消費が低迷しており、業種別では全国
旅行支援の効果で旅行が前年比117％となった他は全ての業種で前年よりマイ
ナスとなった。前月まで前年を上回り、持ち直しつつあった飲食業も90％に落
ち込んだ。� （旭川）

● �商工会議所がハローワークと協力し、来年1月末で閉店する百貨店の退職者を対
象とする企業説明・面接会を1月に開催する。商工会議所会員の約130社が参加
する予定。百貨店の退職者はテナントも合わせて約340人になる見込み。
・会議所は賛同いただける会員に積極的にこの説明会を活用してくれるよう働きか
けている。� （帯広）

● �プレミアム付き商品券の使用により売上は増加傾向にあったが、北海道の新型コロ
ナウイルス感染者が過去最高を推移するようになってから、各加盟店の来店客の減
少が目立ち、商品券の効果も薄れた状況である。
・コロナウイルスが流行してから、感染者の増減により加盟店の売上が大きく左右
されるようになり、当会においても毎回同じ消費喚起イベントを実施している
が、効果が低くなっているため、新しいイベントの構築が必要であると感じてい
る。� （日高）

● �観光客であふれかえっているためか、当市場も観光客が増加している。以前は食堂
目当ての観光客が多かったが、現在は買い物が目的で来場する観光客が増加して
いる。年齢の高い世代も多く買い物をしてくれているが、購入商品の単価は低い。
� （小樽）
● �朝市においては、引き続き今月も「全国旅行支援」の影響が非常に大きく、先月の
スタートから今月末現在の額面規模で5,000万円以上の経済効果が見られた。し
かしながら、一昨年の「GoToトラベル」に比べると半分以下の利用額であり、コ
ロナ前の売上には程遠い状況でもある。コロナ感染者も増加傾向にあり、仕入れ値
の高騰や商品の品薄状態も店舗によって見受けられるので、これからの書き入れ時
の年末商戦に向けて、若干不安な面もある。� （函館）

● �コロナの増加で売上が上がらない。鮭の入荷も増えているが、価格はなかなか下が
らない。ボタンえび、冷凍貝柱、イクラの価格は高く、年末に向けて商品確保が厳
しい状況である。� （札幌）

● �11月は全体的に前年同水準での推移となった。内訳はプラス推移の燃料販売が圧
倒的であり、他はタイヤ交換、年賀状は昨年並み、衣料、宝飾、コスメについては
マイナス推移と、必要なもの以外は消費を抑制しているように感じられ、感染の再
拡大や物価高が大きな要因ではないかと思われる。これから年末商戦に入るが、組
合員の中には時短や休業等を行い助成金をもらった方がありがたいとの声もあり、
地域経済の後退が懸念されるところである。
・組合員の11月の取扱高について
　11月は、中盤まで前年超えの推移となっていたが、最終的には前年比98％の結
果で終えている。これまで好調であった旅行関連や飲食業は、前半の貯金が
あったおかげで100％をキープし終了したが、11月については、当社会員の他
都市でのカード利用や釧路市内への入込による他社カードの利用は共にマイナス
で、こちらも感染の再拡大や物価高が影響しているものと思われる。12月に入
り例年であれば恒例の歳末セール実施の月であるが、今年は諸事情により実施
を断念したので、12月の取扱高減が見込まれているところである。� （釧路）

● �組合全体の前年比は96％（生活応援券分が売上にカウントされていない）しかし
ながら各業種とも前月より前年比は上回っており不安視していた買い控えはの影響
は、数字上は少なかった。
・食品、スーパー関連は前年比を上回っており、値上げが押し上げているのか、一

般加盟店も前年比104％とまずまずであった。� （芦別）
● �全国旅行割の利用もあり、個人観光客やツアーの団体客が増加しつつある。外国人
観光客のツアーも若干であるが来店しており、インバウンドも少しだが戻ってきた。
・ししゃも、ハタハタが不漁であった。
・和商の日には、スタンプラリー抽選会を実施した。コロナ感染者も増加している
ので、より一層対策を強化していきたいと思う。� （釧路）

● �昨年と比較すると、商品は平均5％〜10％卸価格が上がっているが、販売価格も
同時に上昇している。
・商品別では洗濯機等の売上が上昇している。その他は前年と大きな変化はない
が、大型テレビの売上が昨年と比べ減少傾向にある。� （全道）

● �仕入価格が微減しているが、厳しい状況が続いている。� （稚内）
● �11月1日のWTI原油価格は88.37ドルで先月から見て4.74ドルの反発でスター
トした。これは西側諸国が対ロシア制裁でウクライナ支援の方針を打ち出したこと
により、高値に定着した感じがある。11月後半に入って中国でのコロナウイルス感
染拡大抑制のための行動規制が微修正される期待浮上で反発、30日のWTI価格
80.56ドルとなっている。
・組合員の状況として、11月の原油価格は若干の反落状態で国の激変緩和対策事
業の元売りに対する補助後もSSでの販売価格は若干の値下げとなった。組合員
の収支状況は量販店に引きずられ、収支圧縮状態が続いている。� （旭川）

● �中東原油価格をみると、11月初旬は1バレル当たり90ドル前後で推移していた
が、中旬以降下落傾向で推移し、月末には1バレル当たり80ドル割れとなる日も
あった。この間、北海道におけるガソリンのSS店頭小売価格については、政府の
燃料油価格激変緩和対策事業の効果から、1リットル平均166円程度と前月と同
水準となった。一方、11月の全国ベースでのガソリン出荷量は前年を下回り、依
然としてコロナ禍前の水準には戻っていない。
・今後の動向については、原油価格の高騰が続けば、SS店頭価格も引き続き高値
で推移することになり、ガソリン、灯油等の販売への影響が懸念される。�（全道）

● �オークションに関しては、円安で割安感のため、海外の需要旺盛ではあるが、低価
格車のみの展開であった。高額車輌は価格が下がり気味でオークションでの売り圧
力が強まった。国内の小売販売マーケットは玉の取り合いで争奪戦は現在も継続中
である。「高すぎてオークションで仕入れられない」との悲鳴は全国各地の中古車
販売店から聞こえ、業界内ではこういう状態は当面続くという見方が強い。一方、
販売店での小売状況は先月と比べ良い状況。玉があれば売れる状況は継続中であ
る。� （札幌）

● �商品の入荷がなく、修理や点検が増えている状況である。� （全道）
● �電気代、灯油代及び重油代の高騰により、収益が悪化している。� （美唄）
● �米、畑作農家は燃料、飼料、物流コスト等の高騰を販売価格に転嫁できたが、酪
農家が苦戦している。このままでは営農継続が困難なところもあり、廃業する可能
性が出てしまうので、組合員企業と組合とで対策を検討している。� （全道）

● �前月と変わらず燃料用重油が高止まりのまま、営業用の備品及び光熱費の値上がり
も大きな打撃となっている。これからの季節は今まで以上に負担となってくる。
・コロナウイルス感染症の収束の兆しも見えず、これからの寒さで利用者が減少す
るのではと懸念している。

・日常の衛生管理は、今まで通り徹底している。� （全道）
● �道内の中小 IT企業では2023年卒の大卒、高専卒の技術系人材の採用が終盤を迎
えても採用予定数を確保できない厳しい状況が続いているが、採用方法の変更で
人材を確保できた IT企業もある。従来は学生からのエントリーシートを募る「待
ちの採用」が主流だったが、時間やコスト、採用内定しても入社しないリスクを考
えた結果、夏季のインターンシップに参加した学生に企業側から一本釣りでアプ
ローチするスカウト型の採用方法に変更して必要人材を確保した。道内の中小 IT
企業は採用人数が少ないので、欲しい技術系人材を短期間で囲い込めるというメ
リットもある。即戦力の中途採用についても、ピンポイントで転職希望者を探して
企業に斡旋する専門業者を活用する作戦が主流になりつつある。IT人材の人手不
足が続く業界だが、インターンシップや専門業者の斡旋により、新卒学生や転職希
望者は、企業風土や待遇がよく理解できるため、効率的な就活ができる。�（全道）

● �宿泊入込数は前年と比較し、道内客が大きく減少した。道外客は前年並みで海外
からの入込数は増加している。令和元年を通常期と捉えると8割程度の回復。イ
ンバウンドも入ってきているものの令和元年度と比較すると3割弱程度。慢性化し
つつある人手不足が大きな課題である。� （十勝）
建設業  
● �令和 4年 11月の業況として、公共工事においては、来年度に向けての準備を
していく状況である。民間工事においては、一般の住宅など小規模な新築物件
は大幅に減少している状態である。大規模の工事物件が計画されて進んでいる
が、請負・施工する業者の数が足りない状況が推測され、その状況がどの様に
変化をしていくのかが注視される。各資機材の供給は、改善されてきている状
況にある。価格の面では確実に値上げがされているので、見積り、受注、資材
発注、工程管理、労務管理など、各工程において先を見通した運営を行い、利
益を上げていく事が求められる。北海道においては冬の時期に入り、工事以外
の環境の変化も想定をした対応が求められてくる。� （全道）

● �【組合員の業況】
　発注工事はなく、現在受注している工事は約7割が完了しており、1月末には全
て完了予定。

【問題点】
　市の情報では来年度の委託業務本数が例年よりも減る可能性があり、組合の収
益に直結することから気になるところである。

【地域の実情】
　コロナ感染者数が一時下火になってきたが、再度感染者数が増加傾向に転じて
おり地域経済への影響が懸念されている。� （名寄）

運輸業  
● �売上高は、前年同月比　　　　　　　　　　67.2％増加
・乗務員数は、前年同月比　　　　　　　　��8.8％減少
・10月分チケット取扱高は、前年同月比　 21.7％増加� （旭川）

● �燃料油価格の上昇が収益状況に大きく影響している。秋の農産物の流通も減少し
ている。� （小樽）

● �農産物について、11月の本州向け輸送はJRコンテナでの輸送が増えており、ト
ラックトレーラーについては減少した。
・一般貨物については平年並みに戻ったが、コロナ罹患による休職者等の影響で稼
働率は下がった。� （石狩）
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小学生のアイデアで旭川市役所の家具をデザイン
　旭川家具工業協同組合（藤田哲也理事長、組合員
41名）は、組合員企業が製作する旭川家具を一堂に
展示販売する旭川デザインセンターの運営や、デザ
インの一大イベントである「あさひかわデザイン
ウィーク」の中心的な役割を担う組合です。また、官公
需適格組合の証明を受けており、令和5年11月開庁予
定の旭川市新庁舎の家具の受注が決まっています。
　その新庁舎の中で、9階展望フロアに設置する「木
の家具」デザインを、市内の小学生以下を対象に「あ
たらしい旭川市役所に置く木の家具をデザインしよ
う！！」と題して募集する取り組みが行われました。

想定を超える78作
品もの応募があり、
新庁舎への関心がう
かがえます。「審査
会」は旭川市、建築設

計事務所、組合で構成され厳正
に行われました。応募数が多
かったため、審査員の中で9階
フロアの空間の使い方とストーリーを再構築し、当
初の予定よりも採用作品を増やして、6作品を選ん
だとのことです。
　旭川らしさのシンボルである「旭橋」「大自然」「動
物園」などをモチーフとした応募の中から選び抜か
れた作品は、旭川家具の職人が機能性や強度などを
考慮し、丹精込めて製作します。選ばれた子どもたち
には製作過程を見てもらうため、工場見学や完成し
た家具と一緒に記念撮影などのイベントを予定して
います。
　このような取り組みをきっかけに、デザインや家
具の世界や地元旭川の家具産業に興味を持つ子ども
たちが増えることでしょう。今年の11月、子どもた
ちがデザインした家具に出会えるのが楽しみです。

釧路市の観光 PR 動画が出来ました！
　釧路市はモデルを起用した初の旅行アクティビ
ティ動画「2022 KUSHIRO Hokkaido Japan in 
8K-釧路［summer］」を制作しました。昨年11月14
日の公開から1週間ほどで100万回以上再生されて
おり、とても注目を集めています。
　動画は、釧路市観光振興室YouTube
チャンネル「KUSHIRO Hokkaido 
Japan」で公開しています。
※ URL：https://youtu.be/xWsvcHRGQVg
　釧路市が作成したおよそ3分の動画は、高画質の
8K映像で撮影されており、釧路湿原のノロッコ号や
阿寒湖の大自然で楽しむ体験アクティビティ、アイ
ヌ文化のツアーなどを旅行者の目線で楽しむことが
できます。また、和商市場の名物「勝手丼」や地元の魚
介類を豪快に炭火焼で楽しめる「岸壁炉端」などの地
元グルメについても紹介しています。

　今回の動画は、新型コロナウ
イルス感染症の影響により大
きく打撃を受けた旅行需要の
回復を図る目的で作成されました。国内外の多くの
人にご視聴いただき、興味を持ってもらうことで、釧
路に足を運ぶきっかけとなることが期待されます。
　釧路は、夏は涼しく、冬は雪が少なく過ごしやすい
街です。自然も豊かで温泉にも恵まれ、最近ではワー
ケーションでも注目されています。
　皆さまもぜひ動画内のお店や観光スポットを巡っ
てみてはいかがでしょうか。

支部だより
上川・宗谷支部（旭川市）所管／上川・宗谷総合振興局・留萌振興局管内駐在職員／小野事務所長・渡邊主任・安武主事

釧根支部（釧路市） 所管／釧路総合振興局・根室振興局管内
駐在職員／長谷川事務所長・髙橋主事
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大雪をブランド化！！ 
　　　「豪雪ブランド」はいかがですか。
　全国区で大雪のイメージが定着している岩見沢市
の中心市街地の「岩見沢市4条通り商店街振興組合

（前川英介理事長、組合員48名）」でスポーツ工房を
運営している「キッドスポーツファクトリー（前川　信　
代表）」では、岩見沢の大雪にちなんだTシャツやミ

ニタオルなどのグッズ
を「豪雪ブランド」と名
付けて売り出していま
す。雪下ろしや除排雪
など、困りものの雪を
逆手に取った北海道な
らではの特徴あるお土
産品として岩見沢から
全国に発信しています。
　同社は、スポーツ用

品の販売のほか、ユニホームや
オリジナルTシャツなどのプリ
ントも行っており、このプリン
トのノウハウを活かして、グッ
ズ開発を行いました。
　「豪雪地帯」と書かれた雪山を
イメージしたデザインは、SNS
などで「面白い」「岩見沢らしい」と評判になってお
り、全国から問い合わせがきております。
　「雪かきのことを考えるとうんざりするが、大雪に
なった方がブランドインパクトが増す。」と苦笑いの
前川代表。Tシャツやミニタオルの他にトートバッ
クなど種類も豊富なので、岩見沢にお越しの際は、ぜ
ひ「豪雪ブランド」を手に取ってみてはいかがでしょ
うか。

室蘭における水素エネルギー活用の展望
　室蘭市は次世代エネルギーとして水素を活用する
構想を掲げており、実現に向けて様々な取組を続け
ています。
　昨年11月に開催された「水素エネルギーフォーラ
ム」では、国内石油元売り最大手のENEOSによる基
調講演が行われました。講演では「ENEOSは再エ
ネ・水素等のサプライチェーン構築を目指している」
といった戦略や「工場地帯に水素貯蔵施設があれば
効率的」などの説明がされました。その後、パネル
ディスカッションでは「再エネ普及は〈作る〉と〈運
ぶ〉のコストが課題」「住民に水素の便利さを実感し
てもらうことが重要」「異業種であってもシナジーを
発揮して業界参入も可能」など、産学官のパネリスト
による議論が行われました。
　さらに、環境省の「令和4年度既存のインフラを活
用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築・実

証事業」に、室蘭ガス株式会社
を代表とするグループが採択
されました。本事業では、室蘭
市の祝津風力発電所の電気を
利用して水素を製造後、水素
を円筒型水素吸蔵合金タンク
に充填して、既存のガス供給
網から配送します。水素供給のコスト低減を目的と
して「既存のLPG配送網を活用した配送コストの低
減」「水素利用方法の多様化を通じた普及コストの低
減」「水素製造時に生じる副生酸素の有効利用」など
の実証を行います。
　将来の水素活用の実現に向けた室蘭市の機運が高
まっており、今後も水素に関連した様々な活動に注
目が集まります。

【参考】 室蘭市で水素サプライチェーンを 
構築する実証事業を開始します

キッドスポーツファクトリー公式HP： 
kid.staba.jp

胆振支部（室蘭市） 所管／胆振総合振興局管内
駐在職員／増田事務所長・渡辺主事

空知支部（岩見沢市） 所管／空知総合振興局管内
担当／連携支援部　外川主査
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優
れ
た
技
術
〕〔
ま
か
せ
て
安
心
〕

水
ま
わ
り
の
こ
と
な
ら
札
管
協
修
繕
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

〒
060

0032
―

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　〇
一
二
〇
―
二
二
四
―
八
八
九

全
国
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
副
理
事
長

北
海
道
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

札
幌
公
衆
浴
場
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
二
丁
目
四
│
七
八

B
D 

W
E
S
T
12 

3
階

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
二
│
七
八
三
二

F
A
X

　〇
一
一
│
五
二
二
│
七
八
三
三

理
事
長

小

　西

　廣

　幸

中
屋
敷

　
　
　剛

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

会

　長
〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

佐

藤

和

人

株
式
会
社
ほ
く
せ
ん

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
一
丁
目
北
専
ビ
ル

代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
製
紙
原
料
直
納
商
業
組
合

理
事
長

長
谷
川

　裕

　一

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目
一
―
五

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
五
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
五
五
一

札
幌
市
清
田
区
真
栄
四
〇
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
四
―
二
一
〇
〇

協
同
組
合
ニ
イ
イ
チ
物
流
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石

川

　
宏

21



本　部

北
海
道
街
商
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
五
条
西
十
四
丁
目
一
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
六
│
五
二
六
〇

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

二
丹
田

　祐

　次

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

副
理
事
長

冨

　田

　保

　朗

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
二
―
七
二
六
八

理
事
長

安

田

謙

一

〒064－0802
札幌市中央区南2条西20丁目1番1号
BEAUT20 2階
PHONE　011－642－6066
FAX　　　011－642－6065
URL　http://www.be-way-hokkaido.net/
e-mail　info@be-way-hokkaido.net

理事長
大野　博繁

札幌美容協同組合

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

北
海
道
知
事
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会
会
員

厚
生
労
働
大
臣
認
可

★
札
幌
市
内
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
健
康
の
保
持
、
増
進
を
目
的
と
し
た

　施
術
料
助
成
事
業
の
取
扱
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

各
種
健
康
保
険
取
扱
サ
ポ
ー
ト

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 

三
階

電

　話

　〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

北
海
道
青
果
商
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
三
条
東
十
四
丁
目

電

話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
一
二
六

　
橋

秀

典

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
四
番
五

電

　話
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
一
六
一

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
二
〇
九

成

田

眞

一

理
事
長

会

　長

瀧

川

雅

司

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

島

崎

一

則

事
務
局
063

0801
ー

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

代
表
理
事

石

　川

　信

　男

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札

幌

市

中

央

区

南

八

条

西

十

五

丁

目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　副
支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

http://satto-kojintaxi.com/

共
通
産
業
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
白
石
区
本
通
十
八
丁
目
一
―
一

第
五
栄
輪
ビ
ル
3
F
―
B

電

　話

　〇
一
一
―
五
九
八
―
一
三
六
八

福

沢

誠

人

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

中

山

　
俊

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
七
丁
目
一
―
四

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ル
六
階

電
　
話
　
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

副
理
事
長

中
　
谷
　
　
　
修

理
事
長

阿

部

悦

夫

北
海
道
基
礎
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地

（
第
三
山
崎
ビ
ル
）

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
六
―
七
八
八
六
番

関

本

厚

自

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

柏

　木

　
　
　稔

札
幌
水
産
物
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
一
一
―
八
三
〇
一
番

理
事
長

佐
々
木
　
貞
　
幸

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

渡

邉

高

和
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本　部

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

問

谷

功

三

北
海
道
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

中

島

昌

八

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電
　
話
　
（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今
　
井
　
一
　
彦

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司

副
理
事
長

林

　
　
　隆

　義

副
理
事
長

芦

　野

　
　
　元

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安

田

浩

康

理
事
長

清

　水

　
　
　博

〒
〇
六
二
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
│
二
十
七

電

　話

　（
〇
一
一
）八
五
三
│
七
七
二
二
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

　理
事

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　支
部
長

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

岡

　田

　比
登
志

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

松

浦

良

一

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理
事
長

石

田

直

樹
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本　部

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

川

島

隆

司

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

服

部

好

泰

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

理
事
長

七

　條

　
　
　稔

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

園

田

修

英

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

丹

　羽

　豊

　彦

副
理
事
長

辻

　
　
　恭

　行

専
務
理
事

辻

　
　
　昌

　宏

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

理
事
長相

馬

純

一

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
九
五
四
七

針

　谷

　
　
　毅

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

堀

　崎

　幸

　博

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之
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本　部

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

関

根

幸

博

北
海
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
工
事
業
協
同
組
合

札

幌

市

中

央

区

北

二

条

東

三

丁

目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ル
タ
ビ
ル
札
幌

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
〇
一
九

理
事
長

　
　木

　好

　一

官
公
需
適
格
組
合

　
協
同
組
合
札
幌
広
告
美
術
協
会

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
七
丁
目

白
樺
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
二
一
―
二
三
九
三
番

理
事
長

原
　
口
　
友
　
一

北
海
道
芝
生
生
産
者
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
中
央
区
南
五
条
西
一
丁
目

北
一
ビ
ル

　四
階

電

　話

　〇
一
一
―
五
一
二
―
二
八
三
三

F
A
X

　〇
一
一
―
五
一
二
―
六
五
六
〇

会

　長

田

村

博

昭

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

札
幌
流
通
セ
ン
タ
ー
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
三
番
三
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
四
―
六
一
七
一
番

理
事
長

中

　村

　
　
　潤

札
幌
市
薄
野
ゼ
ロ
番
地
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
南
六
条
西
四
丁
目

T
E
L

　五
二
一
―
〇
一
一
六

理
事
長

成

　澤

　
　
　章

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
清
田
区
美
し
が
丘
一
条
四
丁
目
一
―
十
二

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

石

　上

　
　
　剛

北
海
道
牛
乳
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

酪
農
セ
ン
タ
ー
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
二
五
六
一
番

副
理
事
長

田

　島

　久

　吉

理
事
長

竹

内

久

夫

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

成

田

眞

一

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

　
井

博

美

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

岡

　本

　繁

　美
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本　部

北
海
道
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
十
丁
目
一
│
十
四

植
物
園
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

　東
一
一
〇

電

　話

　〇
一
一
│
二
〇
四
│
六
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
二
八
一
│
七
八
九
〇

岩

田

洋

二

〒
003

0876
│

心
陽
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
米
里
二
一
九
四
番
二

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
七
二
│
七
一
一
一

中

　野

　洋

　一

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

五
十
嵐

　
　
　誠

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

風

間

隆

之

ペ
ル
セ
協
同
組
合（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
六
丁
目
一
番
地
九

　二
階

電

　話

　〇
一
一
│
六
四
二
│
七
八
五
五

代
表
理
事

丸

山

一

彦

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

松

浦

良

一

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
五
丁
目
二
番
四
十
号

ク
レ
ス
ト
コ
ー
ト
北
大
前
一
階

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

北
海
道
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
菊
水
2
条
2
丁
目
2
番
1
8
号

藤
井
ビ
ル
菊
水
Ⅰ
1
階

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
六
│
一
二
五
〇
番

顧

　問

伊

林

　
好

代
表
理
事

石

　澤

　恵

　吾

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
十
八
丁
目
一
―
十
九

北
海
道
鉄
道
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
六
―
一
五
三
二

勝

部

賢

志

北
海
道
商
工
連
盟

会

　長

峰

　崎

　直

　樹

北
海
道
税
理
士
デ
ー
タ
通
信
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
三
条
五
丁
目
六
番
四
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
五
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本　部

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

平

野

隆

晴

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
南
一
丁
目
三
一
三
番
地
五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

茎

津

俊

爾

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

官
公
需
適
格
組
合

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
〇

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

電

　話

　（
〇
一
一
）
㈹
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇

理
事
長

小

原

敏

嗣

顧

　問

佐
々
木

　雄

　二

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

大
麻
東
町
商
業
協
同
組
合

江
別
市
大
麻
東
町
一
五
番
地

〇
一
一
―
三
八
六
―
九
九
〇
〇

代
表
理
事

安
　
達
　
　
　
學

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

日

　
　
　
　
　淑

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

高
　
野
　
　
　
悠

千
歳
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

千
歳
市
幸
町
六
丁
目
二
十
番
二
十
四
号

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
二
三
（
二
六
）
三
四
三
四

泉

　波

　昭

　雄
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

冬

　澤

　
　
　豊

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
西
の
里
南
一
丁
目
一
番
地
七

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
五
―
三
九
八
八

水

澤

政

幸

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

　坂

　
　
　博

浦
河
家
具
建
具
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
浦
河
郡
浦
河
町
堺
町
東
二
丁
目

十
八
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
二
六
八
（
事
務
所
）

　
　
　
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
一
五
八
（
工
場
）  

永
　
平
　
　
　
顯

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博

札幌地方中小企業団体事務長会

オホーツク中小企業団体事務長会

室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会

苫小牧地区中小企業団体事務長会

十勝地区中小企業団体事務長会

函館地区中小企業団体事務長会

道北地区中小企業団体事務長会

釧根地区中小企業団体事務長会

後志地区中小企業団体事務長会

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

村 田 京 華

飯 田 敏 勝

片 桐 崇 意

牧 　 野 　 敏 　 夫

三 日 市 　 則 　 昭

高 橋 正 幸

上 　 西 　 淳 　 一

横 　 田 　 　 治

西 川 清 光
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本　部

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

副
会
長

佐

　藤

　安

　幸

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

間

　島

　且

　人

副
会
長

熊

　谷

　光

　祠

副
会
長

岡

　田

　和

　也

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

山

　岡

　芳

　夫

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

浜

　岡

　雄

　史

札
幌
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙

　﨑

　良

　一

弁
護
士

弁
護
士

片

　岡

　清

　三

小

　林

　
　
　晃

弁
護
士

佐

　藤

　大

　蔵

弁
護
士

片

　岡

　淳

　平

弁
護
士

片

　岡

　怜

　子

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目

　
　

　
　
　
　
　桂
和
大
通
ビ
ル
３８

　6
F

T
E
L
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
五

F
A
X
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
九

h
ttp
s:/
/
w
w
w
.sa
p
p
o
ro
c
ity
-la
w
.jp

公
認
会
計
士

　柿
澤

　

　事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士札
幌
市
清
田
区
清
田
七
条
一
丁
目
六
番
二
四
│
二
号

電

　話

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
一

柿

　澤

　
　
　

〒
060

0003
│

株
式
会
社
B
A
M
C

         

a
s
s
o
c
i
a
t
e
s

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
一
│
一
│
一
一
サ
ン
メ
モ
リ
ア
ビ
ル
二
階

T
E
L

　〇
一
一
│
五
九
六
│
七
四
一
一

F
A
X

　〇
一
一
│
二
〇
七
│
一
五
〇
〇

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
a
m
c
.
j
p

日

比

泰

央

札
幌
支
店

支
店
長

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
ib
a
-K
rj@
m
u
b
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
〇
五
五
五

佐
々
木

　
　
　優

吉
田
聡
税
理
士
事
務
所

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
二
丁
目
十
一
│
一

ノ
ー
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
大
通
東
九
階
H
室

税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
北
三
条
四
丁
目
五
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
〇
一
│
三
一
一
二

森
隆

　社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

森

　
　
　隆
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本　部

公
認
会
計
士
小
島
史
資
事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士

小

　島

　史

　資

有
限
会
社
プ
ロ
・
ア
シ
ス
ト

　
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役

電

話

〇
一
一
―
八
二
〇
―
一
一
八
六

後

藤

真

澄

株
式
会
社
東
京
海
上
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
北
海
道

代
表
取
締
役

田

　村

　忠

　宣

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
三
丁
目
三
番
地
二
二

S
T
V
時
計
台
通
ビ
ル
6
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
二
―
〇
七
〇
一

〒
060－
0001

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　札
幌
支
社

〒
060

0042
ー

支
社
長

米

澤

直

樹

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
二
│
六

電

　話

　〇
一
一
（
二
四
一
）
二
〇
二
一

北
海
道
互
光
株
式
會
社

代
表
取
締
役

池

　田

　高

　明

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
〇
一

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
一
番

プ
レ
ス
ト
1
・
7

　7
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
五
五
五
番
㈹

F
A
X

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
七
一
七
番

税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・起業支援・経営改善・事業承継・

M&A・労務人事管理・給与計算・相続手続

https://www.murazumi.jp

札幌 〒060-0001 札幌市中央区北1条西13丁目4番地 FWD札幌ビル
TEL（011）271-5000(代) FAX（011）252-7477

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 The Kanda 282
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331

札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030
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本　部

観
光・ビ
ジ
ネ
ス・ご
婚
礼・ご
会
合
に

心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
。

〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

https://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
三
丁
目
三
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
〇
―
二
二
六
六

代
表
取
締
役

元気からはじめます。

関

　
　
　崇

　博

5 3

〒060-0033　札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL 011-241-9341  FAX 011-207-6178
https://iword.co.jp

公式Facebook
はじめました！

アイワードは
社史・記念誌の編纂を
お手伝いします。
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道南支部

函
館
商
工
信
用
組
合

理
事
長

函

館

市

千

歳

町

九

番

六

号

T
E
L

　（
〇
一
三
八
）二
三
―
二
一
〇
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）二
六
―
六
〇
三
六

山

本

富

靖

040
―
0033

函
館
流
通
事
業
協
同
組
合

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番（
流
通
セ
ン
タ
ー
）

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
九
―
五
五
三
一

小

澤

繁

雄

代
表
理
事

函
館
ド
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

函
館
市
弁
天
町
二
十
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
二
二
七

理
事
長

村

上

岩

夫

函
館
清
掃
事
業
協
同
組
合

　函
館
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
東
山
町
一
四
九
番
地
の
六
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
五

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
六

久

　保

　俊

　幸

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
建
築
板
金
事
業
協
同
組
合

函
館
市
亀
田
町
十
番
八
号

T
E
L

　八
六
―
六
四
二
八

F
A
X

　八
六
―
六
四
三
八

代
表
理
事

平

　田

　昭

　市

〒
041－
0824

〒
041－
0811

函
館
生
花
商
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番
地
二
七
二

　函

館

花

き

地

方

卸

売

市

場

内

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
四

㈲

花

の

い

ま

い

函
館
市
富
岡
町
三
―
二
十
五
―
十
三

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
一
―
八
七
八
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
五
―
五
九
八
三

店
舗

西

村

由

紀

函
館
特
産
食
品
工
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

豊

川

町

二

七

番

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
│
二
三
│
四
六
〇
九

古
伏
脇

　隆

　二

函
館
駅
二
商
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

一

九

号

電

　話 

（
〇
一
三
八
）
二
二
―
五
三
三
〇

藤

　田

　公

　人

函
館
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

函

館

市

日

乃

出

町

七

番

二

二

号

T
E
L

　〇
一
三
八
―
五
五
―
二
一
八
二

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
五
―
〇
六
七
五

理
事
長

大

倉

　
直
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道南支部

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
地
方
畳
商
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

千

代

台

町

三

〇

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
五
―
八
八
五
六
番

若

　林

　英

　勝

協
同
組
合
　魚
長

代
表
理
事

函

館

市

豊

川

町

十

二

番

十

二

号

電
話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
一
八
一
一

柳

沢

政

人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
八
一
九
番
地
六

電

　話

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
八

村

田

信

吾

〒
〇
四
一
ー
〇
八
二
四

函
館
自
由
市
場
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

新

川

町

一

番

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
七
―
二
二
〇
〇

前

　
　
　直

　幸

帝
王
事
業
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
港
町
三
丁
目
十
八
番
十
五
号

（
㈱
テ
ー
オ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
内
）

電

　話

　〇
一
三
八
│
四
五
│
三
九
一
一

小
笠
原

　康

　正

函
東
工
業
協
力
協
同
組
合

函

館

市

北

浜

町

三

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
二
―
六
〇
〇
七

代
表
理
事

渡

部

　
勤

函
館
屋
外
広
告
業
協
同
組
合

理
事
長

平

山

孝

敏

函

館

市

昭

和

三

丁

目

十

三

番

十

号

株
式
会
社
ヒ
ラ
ヤ
マ
サ
イ
ン
内

T
E
L

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
〇

F
A
X

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
一

函
館
塗
装
協
同
組
合

函

館

市

入

船

町

九

番

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
八
三
―
一
九
二
一

F
A
X

　〇
一
三
八
―
八
三
―
一
九
三
一

理
事
長

西

山

智

之

函
館
朝
市
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

十

九

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
八
一
番

F
A
X

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
三
六
番

藤

　田

　公

　人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
市
排
水
設
備
指
定
業
者
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

金

堀

町

十

番

二

十

二

号

電

　話

　（
〇
一
三
八
）三
一
―
四
七
七
四
番

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）三
一
―
四
八
九
三
番

木

村

謙

一

函
館
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

北
斗
市
追
分
三
丁
目
三
番
一
七
号

電
話

　〇
一
三
八
―
四
八
―
五
二
一
五

辰

宮

　
章

渡
島
国
際
交
流
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

茅
部
郡
森
町
字
砂
原
二
丁
目

一
八
八
番
地
の
一

電
　
話
　
〇
一
三
七
四
―
八
―
五
一
一
一

坂
　
本
　
徳
　
博
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道南支部

函
館
地
方
道
路
維
持
協
同
組
合

函
館
市
本
通
一
丁
目
三
五
番
一
二
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
〇
〇
〇
六

函
館
造
園
建
設
業
協
同
組
合

函

館

市

昭

和

一

丁

目

七

│

十

一

電
話

　〇
一
三
八
│
四
一
│
一
〇
三
〇

理
事
長高

　瀬

　勝

　彦

八
雲
地
区
水
産
加
工
協
同
組
合

理
事
長

長
谷
川

　博

　之

二
海
郡
八
雲
町
落
部
五
七
四
番
地

長
谷
川
水
産
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
三
七
（
六
七
）
四
五
〇
〇

函
館
車
両
整
備
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

旭

町

五

番

十

五

号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
四
二
五

川

村

泰

章

〒
040

0037
ー

函
館
美
容
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

大

手

町

九

番

十

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
六
四
〇
三

永

井

龍

剛

函
館
商
工
会
議
所

会

　頭
函

館

市

若

松

町

七

番

十

五

号

T
E
L
（
〇
一
三
八
）
二
三
―
一
一
八
一

久

保

俊

幸

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

佐

藤

雅

浩

北
海
道
圧
接
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
亀
田
郡
七
飯
町
大
川
三
丁
目
十
七
│
十
二

電

　話

　〇
一
三
八
│
八
四
│
六
三
三
一

大

嶋

忠

裕

北
海
道
ア
パ
レ
ル
産
業
協
同
組
合

理
事
長

伊

藤

精

二

函
館
市
石
川
町
六
四
番
地
一

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
七
―
五
二
七
〇
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上川支部

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

濱

岡

雄

史

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

対

　馬

　健

　一

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

龍

後

英

幸

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

旭
川
市
工
業
団
地
三
条
二
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
六
―
四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.a
s
a
h
ik
a
w
a
-ip
.c
o
m

旭
川
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長佐

々
木

　通

　彦

官
公
需
適
格
組
合

名
寄
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

　
名
寄
市
大
通
北
二
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
一
四
〇

桑

　原

　裕

　敏

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

稲

　井

　
　
　誠
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上川支部

大
丸
交
通
産
業
協
同
組
合

旭
川
市
緑
が
丘
南
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
六
―
二
二
三
二

代
表
理
事

本

　田

　孝

　至

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐

々

木

　

　斉

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

上
川
北
部
環
境
整
備
協
同
組
合

中
川
郡
美
深
町
字
東
四
条
北
四
丁
目
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
九
―
二
四
〇
〇

理
事
長

山

崎

晴

一

留
萌
中
部
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

前

郡

羽

幌

町

南

町

ニ

ニ

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
六
ニ
―
ニ
四
五
〇

水

上

　
博

北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合

代
表
理
事

事
務
所

　中
川
郡
中
川
町
字
中
川
三
四
〇
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
七
―
三
四
四
六

F
A
X

　〇
一
六
五
六
―
七
―
二
九
一
七

平

木

宏

和

北
土
地
籍
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭
川
市
一
条
通
八
丁
目
五
四
二
番
地
の
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
九
〇
〇
四

山

内

一

賴

旭
川
地
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
緑
町
十
九
丁
目
二
八
五
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
八
五
一
〇

小

　松

　昭

　男

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一

旭
川
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
八
一
番

山

　下

　裕

　久

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

武

　石

　正

　志
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上川支部

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
清
田
区
清
田
二
条
一
丁
目
一
―
三
十
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
五
―
九
三
四
五

甲

　斐

　啓

　二

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
八
―
七
七
八
八

山

本

和

則

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

下
川
ふ
る
さ
と
興
業
協
同
組
合

上
川
郡
下
川
町
共
栄
町
一
番
地
一

電
話

　〇
一
六
五
五
―
四
―
四
二
〇
六
番

理
事
長

横

井

範

明

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
神
楽
三
条
五
丁
目
三
番
二
号

旭
川
林
友
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
九
三
〇
〇
番

三

津

橋

　

　央

名
寄
市
風
連
町
北
栄
町
一
三
九
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
五
―
三
―
四
六
〇
〇

官
公
需
適
格
組
合

風
連
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中

舘

克

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士

井

　内

　敏

　樹

旭
川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一

菅

　原

　清
一
郎

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事
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上川支部

2023年元旦　謹賀新年
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十勝支部

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
字
上
佐
幌
西
三
線
四
十
九
番
地
二

電
　
話
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
四
四
四
七

F
A
X
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
六
九
五
五

藤
　
原
　
啓
　
喜

サ
ホ
ロ
畜
産
事
業
協
同
組
合

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

太

田

　
勝

帯
広
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
二
丁
目
二
十
三
―
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
三
一
四
六
番

河

　合

　武

　洋

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎
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十勝支部

ア
イ
ア
ジ
ア
国
際
交
流
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
一
四

帯
広
市
西
四
条
南
十
五
丁
目
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
六
六
―
五
五
〇
五

代
表
理
事

東

城

敬

貴

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
二
四
番
三

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

十
勝
芝
生
販
売
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
一
条
南
五
丁
目
二
九
番
地
四

T
E
L

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
七
三
二

寺

嶋

誠

一

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

帯
広
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
八
二
六
五

理
事
長

道

端

忠

志

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
地
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

高

橋

宣

之

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

髙

田

晃

一
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十勝支部

鹿
追
と
き
め
き
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
一
丁
目
四
三
番
地

鹿

追

町

経

済

観

光

交

流

会

館

内

電

　話

　〇
一
五
六
│
六
六
│
二
一
〇
七

岡

　本

　康

　弘

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　

し
ま
や
事
務
所

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
特
定
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
二
六
│
四
八
六
四

嶋
　
谷
　
耕
　
治

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

足
寄
郡
足
寄
町
北
一
条
四
丁
目
三
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
五
―
二
六
六
九

河
　
向
　
由
紀
夫

東
十
勝
維
持
管
理
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
豊
頃
町
礼
作
別
六
八
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
│
五
七
四
│
二
四
二
五

田
名
邊

　義

　夫

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

本

健

史

忠
類
事
業
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
八
―
八
―
二
〇
一
一

代
表
理
事

加

藤

茂

樹

南
十
勝
建
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
八
│
八
│
二
〇
一
一

高

　堂

　匠

　美

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　帯
広
支
社

支
社
長

帯
広
市
西
一
条
南
十
九
丁
目
二
番
地

T
E
L

　〇
一
五
五
│
二
五
│
三
八
八
五

大

　倉

　達

　行

〒
080－
0011

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

オ
ダ
ッ
シ
ュ
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一
番

代
表
理
事

植

　村

　高

　愛
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釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

福

井

克

美

協
同
組
合
　
日
専
連
く
し
ろ

理
事
長

釧
路
市
北
大
通
二
丁
目
七
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
二
―
二
〇
〇
〇
番

金

安

伸

一

協
同
組
合
　
釧
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

釧
路
市
星
が
浦
南
三
丁
目
一
番
八
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
三
―
一
一
〇
〇
番

理
事
長

島

本

幸

一

釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
南
大
通
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

話

〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
七
七
番

阿

　部

　
　
　聡

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

豊

田

高

明

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

天

方

智

順

釧
路
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

釧
路
市
春
日
町
三
番
六
号
丸
平
総
合
ビ
ル
三
F

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
二
一
八
五

理
事
長

濱

屋

宏

隆

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

官
公
需
適
格
組
合

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

西

尾

裕

司
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釧根支部

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣

デ
イ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

理
事
長

釧

路

市

中

鶴

野

三

十

一

番

九

号

電
話

　〇
一
五
四
│
六
四
│
五
九
九
五

森

　田

　昌

　樹

社
会
保
険
労
務
士
法
人 

池
田
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

正

宏

別
海
厚
生
企
業
組
合

　
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん

野
付
郡
別
海
町
別
海
鶴
舞
町
六
―
四
五

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
七
九
―
六
二
三
〇

代
表
理
事

藤

原

秋

彦

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

代
表
理
事

武

　藤

　

　一

ス
マ
イ
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
入
舟
四
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
│
四
一
│
五
〇
〇
〇

北

　野

　民

　恵

道
東
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
鳥
取
南
六
丁
目
二
番
二
十
四
号

（
三
ッ
輪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
内
）

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
一
│
〇
三
二
一

小

　野

　裕

　司

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

修

平
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釧根支部

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

久

　保

　裕

　之

〒
085－
0018

釧
路
市
柏
木
町
五
番
三
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
八
八

代
表
取
締
役
会
長

税

理

士

青
　
木
　
孝
　
志

株
式
会
社
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

ア
オ
キ
孝
志
税
理
士
事
務
所

大
樹
生
命
保
険
　株
式
会
社

　道
東
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

新

田

智

道
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網走支部

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

真

柳

正

裕

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

山

本

義

明

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

三

丁

目

七

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

事
務
所
T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

高

　橋

　秀

　昭

北
見
事
務
所

網
走
支
部

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

加

　藤

　雄

　市

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦

網
走
地
方
芝
生
販
売
協
同
組
合

網
走
市
新
町
一
丁
目
七
番
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
五
―
一
八
一
〇

理
事
長

田

村

博

昭
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網走支部

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
豊
里
五
二
七
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
四
〇
四
〇

理
事
長

寺

田

明

弘

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

大

和

三

二

八

番

六

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網
走
市
潮
見
二
丁
目
六
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

知
床
温
泉
旅
館
協
同
組
合

代
表
理
事

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
西
一
八
六
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
四
―
二
六
三
九

木

　幡

　純
一
郎

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

伊

藤

嘉

高

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
仲
町
一
丁
目
一
四
三
番
地

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
五
〇
五
〇

髙

　橋

　清

　文

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

高

木

和

明

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明
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網走支部

北
海
道
興
農
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
最
上
六
十
八
番
地
の
一
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
六
―
一
五
五
一

高

田

博

幸

税
理
士
法
人
ト
ラ
ス
ト
会
計

代
表
社
員

税

理

士
網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士

協
同
組
合
津
別
町
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
豊
永
十
八
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
│
七
六
│
二
七
三
九

清

　水

　靖

　則
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胆振支部

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

荒

磯

宣

久

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

江

　良

　貴

　志

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
二
十
二
番
九
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
八
三
―
七
六
一
六

代
表
理
事

斉

藤

　
聡

官
公
需
適
格
組
合

　室
蘭
市
管
工
事
業
協
同
組
合

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
十
八
番
四
号
日
昇
堂
内

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
四
四
七
六

門

　脇

　宏

　幸
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胆振支部

室
蘭
地
方
中
古
自
動
車
販
売
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
六
号

電

　話 

〇
一
四
三
―
四
三
―
七
二
九
二

香

　川

　博

　行

室
蘭
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

登
別
市
若
草
町
二
丁
目
十
四
番
地
十

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
二
―
一
一
一
二

高

　橋

　
　
　聖

協
業
組
合
　室
蘭
清
掃
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事室

蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
―
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
三
一
五
五

髙

橋

伸

介

専
務
理
事

松

本

一

雄

理

　事

髙

橋

邦

夫

協
同
組
合
苫
小
牧
タ
グ
セ
ン
タ
ー

理
事
長

苫
小
牧
市
汐
見
町
一
丁
目
一
番
六
号

電 
話

　〇
一
四
四
│
三
四
│
一
六
〇
七

山

口

英

彦

苫
小
牧
造
園
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
四
│
三
八
│
七
一
一
〇

土

屋

英

樹

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

理
事
長

田

原

浩

平

洞
爺
湖
舟
艇
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生

北
海
港
湾
石
材
協
同
組
合

代
表
理
事

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
高
砂
町
一
六
六
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
六
―
五
〇
二
八

澁

木

　
勉

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

成

田

才

仁

道
南
公
益
清
掃
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事室

蘭
市
御
崎
町
一
丁
目
七
十
五
番
地
七

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
四
―
一
五
四
七

三

浦

真

彦

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
三
号

第
2
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
│
八
四
│
一
一
一
四

下
谷
内

　浩

　二

特
殊
鋳
物
協
同
組
合

代
表
理
事

室

蘭

市

水

元

町

二

十

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
四
三
）
四
六
│
五
六
五
一

村

　瀬

　
　
　充

〒050-8585
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胆振支部

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　苫
小
牧
支
社

〒
053

0022
ー

支
社
長

井

　部

　栄
二
郎

苫
小
牧
市
表
町
二
丁
目
一
番
一
四
号

電

　話

　〇
一
四
四
（
三
二
）
八
八
七
五

苫
小
牧
金
属
板
工
業
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
元
中
野
町
二
丁
目
五
番
六
号

電

　話
（
〇
一
四
四
）
三
五
│
七
七
八
〇

梨

　木

　
　
　仁

〒053-0005

東
胆
振
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
字
勇
払
一
五
二
番
地
二
四
五

電

　話

　〇
一
四
四
│
五
七
│
八
二
一
六

栗

　林

　克

　行

〒059-1372
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空知支部

江

本

勝

典

高
瀬

　
　謙
二
郎

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

小

谷

純

也

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

田

　端

　千

　裕

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
二
―
四
四
九
六

理
事
長

北

澤

治

雄

岩
見
沢
公
共
施
設
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

岩
見
沢
市
北
村
赤
川
五
八
六
番
地
三
五

電

　話

　〇
一
二
六
│
五
六
│
二
一
二
一

新

川

勝

久

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
八
三
八

浅

井

富

雄

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
知
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

工

藤

英

人

空
知
農
業
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

山

　田

　
　
　
　

〒
068

0027
ー

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

岩
見
沢
建
設
会
館
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
〇
六
二
八
番
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空知支部

芦
別
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
協
同
組
合

芦
別
市
北
一
条
西
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
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28,050円
19,140円
19,140円
16,500円
16,500円
29,370円

最大63名
最大36名
最大36名
最大45名
最大24名
最大60名

85m2
58m2
58m2
59m2
41m2
89m2

一般社団法人

13,750円
9,350円
9,350円
8,250円
8,250円
14,300円

16,500円
11,550円
11,550円
9,900円
9,900円
17,600円

2,420円
1,650円
1,650円
1,430円
1,430円
2,640円

ご利用時間は厳守してください。午後6時以降ご利用時間の延長はできません。
ご利用時間の中には、ご利用の準備及びご使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込みをいただいても、都合により延長できない場合があります。

お申込みは、利用日の6か月前の月初めから受け付けます。
受付時間は、平日午前9時から午後5時までとなっています。
所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、ご提出願います。（ホームページをご参照ください。）

延長（18時まで）
30分単位

ただし、事前にお申込みをいただきますと午後6時まで利用時間を延長（30分単位）することができます。

TEL　011-231-7141／FAX　011-231-7142
〒060-0001　札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7ビル 2階

北海道中小企業会館

南北線「さっぽろ」駅から徒歩約8分／南北線「大通」駅から徒歩約9分
JR「札幌」駅から徒歩約12分
お近くの有料駐車場をご利用ください。

使用料金（消費税込み）

土曜・日曜・祝日及び
年末年始（12月29日から1月3日まで）

諸会議・研修会等
幅広くご利用いただけます
「中小企業会館」は、中小企業者のための施設です

北海道中小企業会館の貸会議室は、札幌の中心JR札幌駅から徒歩約12分という好立地にあり、植物園、
大通公園に近接するなど四季折々の景色が美しく環境に大変恵まれており、全室カーペット敷きです。
約24名～約180名様まで利用可能で、会議・研修会・勉強会・面接会場と多目的にご利用いただけます。
お申込みは6か月前の月初めから受け付けています。どうぞお気軽にお問い合わせください。

午前9時から午後5時まで
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詳しい内容については、取扱代理店または
三井住友海上火災保険株式会社までお問い合わせください。

会社経営のリスクへの備え、万全ですか？

しっかり備えるなら！

スピーディーな保険金支払い!
労災事故が発生した場合、政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払い
します。政府労災保険の認定は、保険金のお支払い条件ではありません。（＊）
（＊）メンタルヘルス対策費用特約など一部の特約を除きます。

充実した付帯サービス!
貴社の人事・労務に関するお悩みにお答えする充実の付帯サービスです。
メンタルヘルスに関わる人事マネジメントや法律・税務相談などに、専門スタッフ
が電話でアドバイスします。（すべての契約に付帯されます。）

「人事・労務相談デスク」

メリット

1 納得の保険料水準！
全国中小企業団体中央会を契約者とする団体契約のスケールメリットを活かした保険料を実現しています。

事故発生 !

労災認定を待たずに

保険金をお支払い！

メンタルヘルスサポート

法律・税務・人事労務相談

メリット

2

メリット

3

就業中や
通勤途中の
事故による
社員のケガ

使用者責任
による
高額賠償

会員事業者のみなさまが補償金・賠償金を支出する
ことによって被る損害に備えるための制度です。

従業員の安心と、経営リスクの軽減を両立！

北海道中小企業団体中央会　会員のみなさまへ

三井住友海上火災保険株式会社
札幌支店法人営業課
住所：札幌市中央区北 3条西 2丁目
TEL：011－213－3889
FAX：011－213－3891

〈ご連絡先〉

65



本　部

66



N o . 8 0 2
2 0 2 3

年頭あいさつ

01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁

02	 経済産業省北海道経済産業局長　岩永　正嗣

03	 北海道知事　鈴木　直道

04	 札幌市　産業経済功労者表彰・優良工場等表彰／	
	 中小企業問題懇談会を開催しました

05	 令和 4年度要望書による協力要請を行いました

06	 令和 4年度　北海道の労働事情【要約版】②

08	 ものづくり補助金 12次締切の採択結果が発表されました！

09	 全国中小企業青年中央会　組合青年部全国講習会開催

10	 時間外労働の割増率が 50％にアップ！！　〜代替休暇制度の活用〜

11	 北海道経済産業局からのお知らせ

12	 11 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

1

女 性 研 修 会 レ ポ ー ト女 性 研 修 会 レ ポ ー ト

　11月22日、ホテルニューオータニイン札幌で行われた、令和4年度組合等女性研修会に
参加させていただきました。
　今回のテーマは、「言葉のチカラ〜人に思いを伝える〜」、講師はラジオパーソナリティの
松尾 亜希子さんでした。
　人に思いを伝えるためには、コミュニケーションを上手くやる。
　そのためには、《想像力を高める、働かせる》どうしたら相手が喜んでくれるか、自分も喜
べるか、相手がどう思うかを考えること。
　《情報を集める、経験を積む》とにかく情報があればあるほど話題が豊富になる、そ
うすると選択肢も多くなる。伝わりにくいことも選択肢が多くなれば色々な方向から
アプローチできるので伝わりやすくなる。
　《人に教えてもらう》こちらから話すだけでなく、相手側から話を聞くのも大事なこ
と。自分では気付いていないことを他人から教えてもらうのもとても大切なこと。良
いところ、悪いところを知れば成長にもつながる。
　これらを基礎に《人に話を聞き出す方法》や《人に話を伝える方法》も教わりました。

　話す相手に合わせて聞く内容、スピードを変える。相手に興味を持って話すことで会話が広がる。会話が広がることでコ
ミュニケーションが広がる。すると自分の世界も広がっていく。自分の世界が広がることでもっと素晴らしい未来になる。
　人と話すという、一番身近で簡単だと思っていた行動が実は生きていく上で、とても重要な事だと学ばせていただけた
ことに感謝いたします。これからの仕事に今回の研修で学んだことをたくさん生かしていきたいと思います。ありがとう
ございました。

松尾 亜希子 講師

札整振自動車事業協同組合 事業部業務課 副課長 馬場 有希子 さん「女性研修会に参加して」
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女性研修会を開催しました

中小企業問題懇談会を開催しました

支部だより（空知支部）

連
携
の
絆
を
深
め
、
輝
く
明
日
へ

０００１　函館市五稜郭町 ３３‐１
９‐２３

〒060-0001　北海道札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7 3階
TEL 011-231-1919　FAX 011-271-1109

ホームページアドレス　https://www.h-chuokai.or.jp
発行日／2023年1月1日（毎月1日発行）

＊ この機関誌は、誰もが読みやすい
ユニバーサルデザインフォントと
環境にやさしい植物油インキを使
用しています。


